
宮
武
正
道
の
「
語
学
道
楽
」

i
趣
味
人
と
帝
国
日
本
！

黒

岩

康

博

【
要
約
】
　
奈
良
の
言
語
研
究
者
宮
武
正
道
は
、
従
来
マ
レ
ー
語
の
専
門
家
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
残
さ
れ
た
旧
蔵
資
料
を
見
る
と
、
彼
が
マ
レ
ー
語
に

至
る
ま
で
に
辿
っ
た
「
語
学
道
楽
」
の
跡
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
中
学
校
時
代
、
切
手
蒐
集
の
延
長
と
し
て
始
め
た
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
対
す
る
熱
意
は
、

奈
良
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
を
発
足
さ
せ
、
機
関
誌
罵
い
笥
〉
円
》
歴
を
生
み
出
す
。
該
語
を
飽
く
ま
で
社
交
の
道
具
と
見
倣
す
宮
武
主
宰
の
三
会
に
は
、
パ

ラ
オ
よ
り
の
留
学
生
エ
ラ
ケ
ツ
も
参
加
し
て
い
た
が
、
宮
武
は
彼
か
ら
パ
ラ
オ
語
で
多
く
の
民
話
を
聞
き
取
り
、
噸
南
洋
パ
ラ
オ
島
の
伝
説
と
民
謡
嚇
を

上
梓
す
る
。
こ
の
一
時
期
は
土
俗
の
研
究
へ
と
傾
い
た
が
、
昭
和
七
年
七
月
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
旅
行
以
降
、
マ
レ
ー
語
を
本
格
的
に
研
究
し
始
め
る
。
当

初
は
マ
レ
ー
語
の
新
聞
・
雑
誌
を
読
む
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
が
、
日
本
の
南
進
政
策
が
マ
レ
ー
語
圏
に
も
及
ぶ
と
、
カ
ナ
の
普
及
や
ロ
ー
マ
字
綴

り
の
日
本
風
改
革
を
提
唱
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
て
書
斎
か
ら
出
た
好
事
家
は
、
最
後
タ
ガ
ロ
グ
語
辞
書
の
完
成
を
待
た
ず
に
天
蔑
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
四
巻
一
号
　
二
〇
＝
年
一
月

宮武正道の「語学道楽」（黒岩）

は
　
じ
　
め
　
に

大
阪
言
語
学
会
の
創
設
者
で
、
関
西
大
学
・
龍
谷
大
学
等
で
教
鞭
を
執
っ
た
石
濱
純
太
郎
は
、
あ
る
追
悼
文
集
中
、
「
に
ぶ
き
良
心
で
」
と

題
す
る
～
文
で
こ
う
述
べ
た
。
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彼
は
養
母
私
に
こ
う
欝
つ
た
事
が
あ
る
。
学
問
に
は
も
と
よ
り
良
心
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
に
ぶ
き
良
心
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。
余
り
す
る
ど
い
良
　
　
鵬



　
心
で
あ
る
と
、
一
生
何
も
の
も
し
で
か
さ
な
い
で
、
却
っ
て
学
問
の
為
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ど
う
せ
ほ
ん
た
う
に
完
成
し
た
よ
う
な
成
績
は
そ
う

　
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
か
ら
例
え
未
完
成
の
も
の
で
も
良
心
に
は
少
し
餐
め
て
も
何
か
の
点
に
一
歩
を
進
め
て
い
る
な
ら
ば
、
完
成
は
後
来
の
増
補
に
よ

　
る
こ
と
と
し
て
、
に
ぶ
き
良
心
で
ぐ
ん
ぐ
ん
仕
事
を
し
て
行
く
。
そ
の
方
が
学
会
の
為
で
あ
る
と
思
う
。
だ
か
ら
自
分
は
南
方
諸
言
語
の
研
究
も
に
ぶ
き
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
心
で
や
る
ん
だ
。
彼
の
溌
刺
た
る
書
葉
を
再
現
す
る
力
は
私
に
は
無
い
が
、
こ
ん
な
風
の
意
味
を
ま
く
し
た
て
た
の
で
あ
っ
た
。

　
研
究
者
に
と
っ
て
非
常
に
有
り
難
い
、
否
心
強
い
こ
の
発
言
を
遺
し
た
「
彼
」
と
は
、
奈
良
県
の
言
語
研
究
者
宮
武
正
道
（
大
正
元
年
～
昭

和
一
九
年
）
で
あ
る
。
奈
良
市
西
御
門
町
で
事
態
を
生
業
と
す
る
佐
十
郎
・
て
る
の
長
男
と
し
て
誕
生
し
た
正
道
は
、
生
家
春
松
園
の
経
済
力

に
も
支
え
ら
れ
て
一
生
を
学
問
に
費
や
し
、
自
費
出
版
も
含
め
て
三
〇
冊
以
上
の
著
書
を
世
に
送
り
出
し
た
。
こ
れ
は
、
良
い
意
味
で
、
ま
さ

し
く
「
に
ぶ
き
良
心
」
の
賜
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
世
に
顕
著
な
は
ず
の
宮
武
の
業
績
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
非
常
に
僅
少
な
が
ら
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

存
在
す
る
が
、
右
文
集
中
の
「
馬
来
語
の
宮
武
」
と
題
す
る
回
顧
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
従
来
は
彼
の
マ
レ
ー
語
（
ム
ラ
ユ
語
・

　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

馬
来
語
）
研
究
に
の
み
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
表
1
や
『
大
和
百
年
の
歩
み
社
会
・
人
物
編
』
の
記
述
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
卑
語
の
研
究
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
・
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
・
パ
ラ
オ
語
な
ど
を
遍
歴
し
た
末
に
た
ど
り
着
い
た
地
平
で
あ
り
、
今
回
奈
良
市
立
史

料
保
存
館
が
所
蔵
す
る
「
宮
武
家
旧
蔵
資
料
」
（
以
下
宮
武
家
資
料
と
略
）
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
宮
武
の
そ
う
し
た
研
究
遍
歴
を
資
料
を

も
と
に
追
う
こ
と
が
出
来
た
。
以
下
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
同
館
の
資
料
や
宮
武
の
著
作
物
を
駆
使
し
、
第
一
章
で
は
そ
の
生
い
立
ち
と
エ
ス
ペ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ラ
ン
ト
研
究
会
で
の
活
動
を
、
第
二
章
で
は
パ
ラ
オ
人
留
学
生
と
の
出
会
い
と
パ
ラ
オ
の
言
語
・
土
俗
の
研
究
を
、
第
三
章
で
は
常
に
「
実
用

性
」
を
求
め
た
マ
レ
ー
語
研
究
を
取
り
上
げ
て
、
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
好
事
家
的
な
知
的
営
為
で
あ
っ
た
は
ず
の
宮
武
の
言
語
研
究
が
、
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
の
よ
う
な
「
国
際
語
」
と
パ
ラ
オ
語
の
よ
う
な
「
民
族
語
」
の
間
を
漂
う
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に
か
現
実
社
会
と
接
点
を
持
つ
こ

と
に
な
る
、
と
い
う
そ
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
れ
は
ま
た
、
帝
国
日
本
が
抱
え
込
む
こ
と
と
な
っ
た
他
民
族
の
存
在
に
、
市
井
の
人

間
が
如
何
に
向
き
合
っ
た
か
、
と
い
う
視
点
を
得
る
こ
と
に
も
繋
が
る
で
あ
ろ
う
。

　
①
宮
武
タ
ツ
エ
編
『
富
武
正
道
追
想
㎞
同
、
一
九
九
三
年
、
五
頁
。
　
　
　
　
②
岡
上
、
三
九
頁
。

126　（126）



③
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
に
属
し
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
地
域
の
交
易
・
宗
教
活
動

　
な
ど
に
胴
い
ら
れ
た
マ
レ
ー
語
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
独
立
後
、

　
両
国
の
国
語
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
引
用
部
分
を
除
き
、
英
語
読
み
の
「
マ
レ
ー

　
語
」
を
罵
い
た
。

④
宮
武
の
業
績
に
つ
い
て
、
『
近
代
的
早
言
語
史
再
考
…
1
帝
国
化
す
る
門
日
本

　
語
」
と
「
言
語
問
題
」
一
㎞
（
ご
一
元
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
で
ほ
ぼ
唯
一
学

　
術
的
に
言
及
し
て
い
る
安
田
敏
朗
も
、
錦
川
を
「
マ
レ
ー
文
化
・
文
学
の
研
究

　
家
」
（
安
田
敏
朗
㎎
帝
国
日
本
の
結
語
編
剃
隔
世
織
書
房
、
～
九
九
七
年
、
四
四

　
〇
頁
）
と
し
て
い
る
。

⑤
大
和
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
七
二
年
、
六
四
九
～
六
五
二
頁
。
近
代
大
和
の
人
物

　
に
つ
い
て
、
同
書
に
学
ぶ
と
こ
ろ
は
多
い
。

⑥
辞
書
的
定
義
で
は
、
「
土
俗
“
と
は
「
各
地
の
風
俗
や
言
い
伝
え
・
伝
説
・
方

　
雷
な
ど
を
さ
し
て
、
主
と
し
て
明
治
か
ら
大
正
晴
代
に
か
け
て
の
人
類
学
研
究
で

　
使
わ
れ
た
用
語
」
で
、
　
一
九
〇
〇
年
代
以
降
、
日
本
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
対

　
象
地
域
が
、
台
湾
・
朝
鮮
半
島
を
経
て
太
平
洋
の
諸
地
域
へ
と
移
る
と
、
「
土
俗

　
学
」
に
代
わ
っ
て
「
民
族
学
」
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
福
田
ア

　
ジ
オ
・
薪
谷
尚
紀
・
湯
川
洋
司
・
神
田
よ
り
子
・
中
込
睦
子
・
渡
蓬
欣
雄
編
明
日

　
選
民
二
大
辞
典
㎞
下
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
＝
九
～
二
二
〇
頁
）
と

　
す
る
が
、
宮
武
は
昭
和
戦
前
期
に
刊
行
さ
れ
た
自
ら
の
著
作
物
に
お
い
て
、
内
外

　
間
わ
ず
「
土
俗
」
「
土
俗
研
究
」
と
い
う
語
を
用
い
て
お
り
、
本
稿
も
そ
の
使
用

　
法
に
従
っ
た
。

第
一
章
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

第
｝
節
　
切
手
蒐
集
か
ら
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
へ

宮武正道の「語学道楽」（黒岩）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
「
は
じ
め
に
」
で
も
少
し
触
れ
た
が
、
宮
武
は
若
草
山
麓
に
も
売
店
を
持
ち
、
「
古
梅
園
に
次
ぐ
製
墨
問
屋
で
あ
っ
た
」
春
松
園
を
生
家
と

し
て
生
ま
れ
た
（
表
1
）
。
八
代
目
当
主
の
父
佐
十
郎
は
、
金
春
流
能
楽
を
能
く
し
、
自
宅
に
能
舞
台
ま
で
も
持
え
た
粋
人
で
、
昭
和
一
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

六
月
皇
太
后
が
奈
良
県
に
行
啓
し
た
際
、
薪
能
「
春
日
龍
神
」
を
台
覧
に
供
し
た
程
で
あ
っ
た
。
子
の
正
道
も
、
こ
の
資
質
を
受
け
継
い
だ
も

の
と
見
え
、
成
長
す
る
に
従
い
「
趣
味
人
」
然
と
し
始
め
る
。
奈
良
県
師
範
学
校
附
属
の
幼
稚
園
・
小
学
校
を
卒
え
、
大
正
一
四
年
四
月
、
宮

武
は
奈
良
県
立
奈
良
中
学
校
（
現
県
立
奈
良
高
校
）
へ
入
学
す
る
が
、
そ
こ
で
最
初
の
蒐
集
癖
が
切
手
に
対
し
爆
発
す
る
こ
と
と
な
る
。
「
中
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

時
代
の
切
手
蒐
集
熱
は
異
常
な
ま
で
に
昂
じ
て
い
た
と
聞
く
」
と
い
う
回
想
の
一
端
は
、
宮
武
家
資
料
の
「
蒐
集
用
古
郵
券
直
輸
入
商
」
林
勇

ス
タ
ン
プ
商
会
の
封
筒
内
に
収
め
ら
れ
た
使
用
済
み
葉
書
の
料
額
印
面
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
も
窺
え
る
が
、
乾
健
治
編
『
大
和
蒐
集
家
人
名
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表1　宮武正道略傘譜

年　月　日 ．事　　　項

大元 9／6
奈良市西御門町八番屡敷に，宮武佐十郎・てるの長男として誕生。父佐十郎は
ｻ墨業春松園8代目当主，鶴斎と号し，金春流の謡曲師であった

8 3 奈良女子高等師範学校（現奈良女子大学）附属幼稚園修了
4 奈良県師範学校附属小学校入学

14 3 同上校卒業

4 奈良県立奈良中学校（現県立奈良高等学校〉入学。在学中は切手蒐集・エスペ
宴塔g等に熱中

昭4 9 〔エラケッ，天理教校へ留学のため来EB
5 3 奈良中学校卒業。短期間、大阪の無電学校に通う

4 天理外国語学校馬来譲部入学（同期は10名ほど）。馬来語教師佐藤栄三部らに
賰bを学ぶ

10／1

自転車で世界一周するエスペランチストのルシアン・ベレール（フランス）が
?寧，自宅に一泊させる。翌2日，奈良エスペラント会の田村復之助と共に奈
ﾇ中学・天理外語，春目神社・東大寺を案内

10／25 天理外語の外国語劇（於天理教館）に出演した際、初めてエラケツに会う

10 奈良エスペラント会（創設は前年ヵ）の機工誌『EL　NARA』を創刊。編集を
S当

6 3／28 エラケツと共に奈良県素図轡館読書会例会にて講話。聴講者六十卿名

夏 大阪外国語学校のドイツ語夏期講習会へ通う

10
ぎパラオ叢書　パラオ語概略／パラオ語テキスト（第1篇）』（エラケッと共編）を作成。昭和7年2月までにパラオ叢誉計6冊を作る

7 2 楠洋パラオ島の伝説と民謡』（東洋民俗博物館）刊行。同月14日，奈良ホテ
汲ﾉて出版記念会開催

3／26
エスペランチストのカール・マイエル（ドイツ）が大阪エス会員～行と共に来
J、大和日報社・北村写真館へ案内し、民心池畔で記念撮影

6／4
エスペラント学習のため奈良女高師の学生長谷川テル・長戸恭らが宮武宅へ来
K。長谷川・長戸は同年9月労働・農民運動に関与した廉で逮捕される

6／9
エスペランチストのヨゼフ・マヨール（ハンガリー）が来寧，奈良公園を案内
ｵ，自宅に一泊させる。翌10日，マヨールが奈良中学講堂にて行った、「日本
ﾆハンガリー」と題する講演（エスペラント）を通訳

7／21
奈良市嘱託（産業調査委託）・東洋民俗博物館嘱託として，ジャワ・セレベス
№ﾖ向け神戸港より出発（～8／29）。ジャワではエスペランチストとも交流

7 捺良茶粥』（山本書庸）刊行
11 『爪畦見聞記』を自費出版。同月肋膜炎を患う
12 天理外語馬来語部を3年2学期修了時に病気中退

8 11
エラケツから聞き取った話を翻訳し，多宮武正道報告第1輯ミクロネシや群島パラオの土俗と島語テキス尾を自費で刊行

12／12・13
ビンタン・ティムール紙主幹パラダ・ハラハップを迎え，市中を案内。ハラハ
bプの希望に従い，マレー語による日本語文法書の執筆を開始

10 5 ζ宮武正道報告第2輯馬来為書キ日本語文法ノ輪廓選を自費出版
ll 2／3 奈良県高市郡三囲村の吉井タツエと結婚

3 ぎマレー語現代文ト方言ノ研究』（大阪外語馬来語部南洋研究会）刊行

7 『続篇マレー語現代文ト方雷ノ研究』（大阪外語南洋研究会）刊行。エラケッ
ﾌパラオ帰島と北村信昭のパラオ島訪問の合同歓送会に出席

12 3／14 長男テラス誕生

8／1～18 大阪外語マレー語講習会の講師を務める

11／25 同日付で機関誌勃ナノヒカリ誰の昭和13年度編集委員に推薦される
13 6 『目馬小辞典蓋（岡崎屡書店）を刊行

『マレー語新語辞典』（大阪外語馬呪言吾部南洋研究会）刊行
10

K・Wirlosaksonoより資料提供を受け，『ジャバ語文法概晦を編纂
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年　月　日 事　　　項

14 4／29 第27回日本エスペラント大会に参加
4 『エスペラントゴ　ガキ　ニッポンゴ　ブンポー毒（岡崎屋書店）を刊行
5 楠洋文学墨（弘文堂書房）を刊行

11 日本エスペラント学会より「高等エスペラント学力認定証」を授与される
16 1 松岡洋右外相の協力依頼に従い，『標準馬来早大辞典』の編纂に着手

6 撮新ポケットマレー語案内』（大阪商業報国聯盟）刊行。翌年3月，大和出
ﾅ社より増補版刊行

12／20
奈良県立奈良図書館の第160回読書会にて「南洋の文化と叉俗」と題し講演
i於奈良図書館事務室）

17 3／3～
12週問にわたり「マレー語講習会」（奈良県拓殖協会主催，奈良県後援）の講
tを務める

3 『コンサイス馬来語新辞典』（愛国薪聞社出版部。興亜協会編，宇治武夫とラ
fン・スジョノ校閲）を刊行

4 ぎ大東亜語学叢刊マレー語』（朝日新聞社）を刊行
6 『ヤシノ　ミズノアジ』（カナモジカイ）を改訂刊行（昭和11年旧版発行）

11 『標準マレー語講座』1（薗田川中と共著，横浜商工会議所）を刊行。18年3
獅ﾜでに全3冊を刊行

18 『高等マライ語研究一方雷と新聞一』（岡崎屋出版）を刊行2
『パラオ島童話集お月さまに昇った話』（北村信昭と共著，國華堂日童社）

4 『衛生の切語と文学雲（湯川弘文社）を刊行
6 ぎマライ語童話集カド爺さんの話毒（土家由岐雄と共著，増進堂）刊行

7 編纂を終了した『標準馬来亜大辞典』（薗田顕家と共に編纂主任をつとめる，
歯ｶ館）が刊行される

9 『マライ語董話集』（愛国新聞社出版部）を刊行

11／25
スカルノの来寧に際し通訳を務め，歓迎晩餐会（於奈良ホテル）では知事の挨
Aを通訳

19 1 『インドネシア・バルー』（左山貞雄と共編，湯11【弘文社）を刊行
3 〔エラケツ，パラオで潜水事故により死玄〕

7／3 奈良県よりマレー語担当の通訳事務を嘱託される

8／16 自宅にて病死

◇宮武タツエ編ぎ宮武正道追想毒（同，1993年差の年譜を艶本とし，著作の刊行年月は現物で確認

　した。宮武の著作以外ではt家永三郎責任編集『日本平和論大系217（日本図書センター，1994

　年〉，北村信昭ぎエラケツ君の思い出書（ミクロネシア民俗会，1954年）と宮武家資料のパンフレ

　ット類を参照。邦文以外による著作タイトルは略し，関連事項は〔〕で括った

　
何
故
こ
の
時
宮
武
の
知
的
好
奇
心
の
対
象

が
文
学
や
芸
術
な
ど
で
は
な
く
、
ザ
メ
ン
ホ

フ
が
一
八
八
七
年
に
『
国
際
語
一
序
文
と

全
教
程
一
丁
に
よ
り
提
示
し
た
人
工
語
で

あ
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
。

ペ
ラ
ン
ト
で
あ
る
。

録
』
を
兇
る
と
、
宮
武
の
興
味
は
そ
れ
に
止

ま
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
書
は
、
文

字
通
り
近
代
「
大
和
の
筆
癖
人
物
志
」
（
は

し
が
き
）
だ
が
、
宮
武
も
コ
レ
ク
タ
ー
の
一

人
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
「
蒐
集
物
の

名
」
の
項
に
は
「
古
銭
、
古
墨
、
絵
葉
書
、

切
手
、
切
符
、
語
学
に
関
す
る
書
籍
」
、
「
蒐

集
の
範
囲
」
に
は
「
古
今
東
西
に
わ
た
り
、

す
こ
ぶ
る
沿
汎
な
り
」
、
「
蒐
集
品
の
珍
品
」

に
は
「
皇
朝
銭
十
二
文
、
至
元
通
宝
」
と
あ

④る
。
少
年
時
代
に
芽
生
え
た
「
モ
ノ
」
を
集

め
る
こ
と
へ
の
熱
意
一
や
が
て
そ
れ
は
無

形
の
「
知
」
へ
と
及
ぶ
こ
と
と
な
る
。
エ
ス

129　（129）



た
だ
、
大
正
八
年
に
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
会
が
創
立
さ
れ
、
学
校
や
地
域
を
基
盤
と
す
る
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
普
及
運
動
が
当
時
上
昇
期
に
あ
っ

⑤た
こ
と
は
聞
違
い
な
く
、
宮
武
の
中
学
校
の
友
人
は
、
「
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
や
っ
て
み
な
い
か
」
と
、
一
度
か
二
度
君
よ
り
す
す
め
ら
れ
た

事
が
あ
り
、
世
界
共
通
語
で
あ
る
等
と
、
詳
し
い
説
明
を
受
け
ま
し
た
」
「
彼
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
勉
強
に
熱
中
し
て
い
て
、
私
も
す
す
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ら
れ
た
事
が
何
回
か
あ
っ
た
」
と
証
施
し
て
い
る
。
し
か
し
彼
ら
は
興
味
を
示
さ
ず
、
コ
年
位
で
大
体
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
マ
ス
タ
ー
し
た
」

と
い
う
宮
武
で
あ
っ
た
が
、
中
学
時
代
は
同
好
の
士
を
得
る
の
に
苦
労
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
た
雌
伏
の
時
を
経
、
昭
和
五
年
三
月
に
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

武
は
奈
良
蘭
学
を
卒
業
、
ラ
ジ
オ
の
組
み
立
て
へ
の
興
味
か
ら
大
阪
の
無
電
学
校
へ
通
う
が
問
も
な
く
辞
め
、
同
年
四
月
天
理
外
国
語
学
校
馬

来
語
部
（
本
科
）
に
入
学
す
る
。

　
天
理
外
国
語
学
校
（
以
下
「
外
国
語
学
校
」
を
「
外
語
」
と
略
）
は
、
大
正
～
四
年
二
月
、
海
外
布
教
の
た
め
の
人
材
養
成
を
目
的
と
し
て
創
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

さ
れ
、
支
那
・
蒙
古
・
馬
来
・
印
度
・
西
（
ス
ペ
イ
ン
）
・
英
・
露
・
仏
・
独
・
伊
・
朝
鮮
の
一
一
語
部
が
置
か
れ
た
。
該
語
部
へ
の
入
学
に
よ

り
、
宮
武
は
マ
レ
ー
語
の
基
礎
を
築
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
措
く
。
さ
て
、
天
理
外
語
で
本
格
的
に
言
語

（
学
）
を
学
ぶ
申
で
、
宮
武
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
へ
の
熱
意
は
黙
し
難
い
も
の
と
な
っ
た
よ
う
で
、
奈
良
外
科
病
院
副
院
長
加
藤
宣
道
、
観
世
流

謡
曲
師
範
を
父
に
も
つ
田
村
復
之
助
ら
と
先
年
創
設
し
て
い
た
奈
良
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
（
以
下
奈
良
エ
ス
会
と
略
）
の
活
動
に
、
本
腰
を
入
れ
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

め
る
。
後
に
宮
武
と
共
著
を
も
の
す
こ
と
に
な
る
新
聞
記
者
・
写
真
家
の
北
村
信
昭
は
、
丁
度
そ
の
頃
友
人
と
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
講
座
』
（
鉄
塔
書
院
、
昭
和
五
～
六
年
）
を
テ
キ
ス
ト
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
学
び
始
め
た
が
、
そ
の
回
顧
に
よ
る
と
、
奈
良
エ
ス
会
の
会
員

勧
誘
は
か
な
り
大
胆
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
の
頃
〔
註
一
昭
和
五
年
〕
、
奈
良
図
書
館
の
閲
覧
室
で
、
石
黒
修
氏
の
エ
ス
語
の
初
歩
的
な
独
習
書
な
ど
を
か
り
て
、
一
人
で
学
習
し
て
い
る
と
、
あ
る

　
日
の
帰
途
、
図
書
館
の
玄
関
口
ま
で
追
う
よ
う
に
し
て
、
つ
け
て
来
た
～
入
の
青
年
に
呼
び
と
め
ら
れ
た
。
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
学
習
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
だ

　
が
、
西
御
門
〔
註
－
奈
良
市
西
御
門
町
〕
の
宮
武
方
に
「
奈
良
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
」
を
旨
き
、
週
一
、
二
回
、
日
を
き
め
て
夜
七
時
か
ら
学
習
し
て
い
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
ら
と
、
参
加
を
求
め
ら
れ
た
。
大
阪
か
ら
奈
良
へ
来
て
い
た
田
村
復
之
助
君
と
い
う
青
年
で
あ
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
会
員
を
増
や
し
つ
つ
、
宮
武
の
主
宰
に
よ
り
学
習
会
を
開
い
て
い
た
奈
良
エ
ス
会
は
、
昭
和
五
年
一
か
月
に
謄
写
版
雑
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ
　
　

冨
U
乞
〉
沁
〉
』
を
創
刊
す
る
。
同
誌
は
「
奈
良
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
研
究
会
の
機
関
雑
誌
と
し
て
又
　
般
言
語
の
研
究
発
表
機
関
と
し
て
」

　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・

（
＝
i
二
）
刊
行
さ
れ
、
会
則
第
四
條
に
「
ロ
バ
ニ
テ
本
会
二
於
テ
適
当
ト
ミ
ト
ム
ル
者
二
丁
リ
配
布
ス
一
（
【
四
一
二
）
と
決
め
ら
れ
て
い

⑬た
。
印
刷
は
、
そ
の
後
宮
武
の
著
作
を
多
く
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
同
胞
社
i
同
じ
馬
来
語
部
に
在
籍
し
て
い
た
吉
川
清
太
郎
が
代
表
を
務

め
る
一
が
請
け
負
っ
て
い
る
。
謄
写
版
と
は
言
え
、
無
料
で
機
関
誌
を
配
る
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
会
員
に
「
適
当
ト
ミ
ト
ム
ル
者
」
を

加
え
て
も
、
さ
ほ
ど
大
所
帯
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
二
二
の
手
に
な
る
と
思
わ
れ
る
第
五
号
（
昭
和
六
年

九
月
）
の
「
民
話
応
用
奈
良
県
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
悪
評
記
」
に
よ
る
と
、
宮
武
以
外
の
会
員
は
前
出
の
加
藤
・
田
村
・
北
村
に
加
え
、
電

灯
会
社
勤
務
の
鈴
木
克
英
、
元
小
学
校
教
員
の
早
味
ひ
さ
子
、
奈
良
歯
学
教
員
森
三
郎
、
パ
ラ
オ
か
ら
天
理
教
校
へ
の
留
学
生
エ
ラ
ケ
ツ
、
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

山
中
学
教
員
笹
谷
良
造
ら
と
い
う
顔
触
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
全
八
号
の
主
な
寄
稿
者
は
、
宮
武
（
全
号
）
、
森
（
…
、
三
～
六
）
、
田
村
（
一

～
四
）
、
北
村
（
二
、
三
、
五
～
八
）
の
四
名
で
、
第
八
号
以
外
は
宮
武
が
編
集
し
た
が
、
時
に
は
自
ら
鉄
筆
を
揮
い
、
一
〇
〇
円
も
の
懸
賞
を

か
け
た
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
ク
イ
ズ
を
出
す
な
ど
し
て
、
手
作
り
の
雑
誌
を
通
じ
て
奈
良
エ
ス
会
を
盛
り
立
て
て
行
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
主
た
る
書
き
手
四
人
の
う
ち
、
田
村
は
「
貿
易
と
国
際
語
し
（
門
二
）
に
お
い
て
、
日
本
で
学
習
機
関
が
充
実
し
て
い
な
い
商
業
英
語
を
国

際
貿
易
で
使
用
す
る
よ
り
も
、
見
本
市
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
業
界
で
実
用
化
さ
れ
て
い
る
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
使
う
べ
き
と
し
て
、
商
業
学
校
で

の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
教
授
も
提
唱
し
、
第
三
・
四
号
で
は
ラ
テ
ン
・
英
・
仏
・
西
語
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
の
語
彙
比
較
を
す
る
な
ど
、
会
員
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

「
エ
ス
語
わ
一
番
よ
く
出
来
た
」
（
【
五
－
四
】
）
た
め
、
初
期
の
同
会
を
牽
引
し
た
。
宮
武
の
母
校
奈
良
中
学
の
英
語
教
師
で
あ
る
森
は
、
「
世

の
言
語
学
者
の
等
し
く
推
賞
し
て
止
ま
な
い
名
著
」
（
【
三
　
一
三
】
）
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
言
語
学
者
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
r
o
d
δ
o
旨
甑
①
冠

の
》
遮
§
㌣
ミ
ミ
職
§
討
ミ
鳴
吻
ミ
昌
9
N
§
鷺
韓
（
い
O
嵩
位
O
P
．
掛
り
一
筆
）
を
抄
訳
し
、
連
載
し
て
い
る
。
こ
の
二
人
に
対
し
、
会
運
営
の
中
心
で

あ
っ
た
宮
武
・
北
村
の
著
作
に
は
前
掲
「
民
話
応
用
奈
良
県
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
悪
評
記
」
の
よ
う
な
戯
文
も
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を
除

い
て
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
関
す
る
論
の
み
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
北
村
は
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
そ
の
歴
史
的
役
割
」
（
【
二
】
）
に
お
い
て
、
「
雷
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霊
」
的
福
島
崇
拝
観
念
を
否
定
し
、
「
雷
語
は
そ
れ
を
使
手
し
、
実
用
す
る
人
間
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
る
」
（
三
頁
）
と
い
う
考
え
か
ら
、

　
世
の
あ
ら
ゆ
る
既
成
の
国
語
。
全
人
類
を
包
む
多
く
の
自
然
発
生
語
。
長
い
年
代
を
経
て
、
様
々
に
象
り
、
歪
み
、
或
は
覆
は
れ
て
る
た
一
言
語
。
そ
れ
ら
の

　
言
語
を
徹
底
的
に
科
学
的
批
判
・
解
剖
を
計
る
、
他
の
よ
ご
れ
ざ
る
（
支
配
さ
れ
ざ
る
V
言
葉
は
無
い
か
。
有
る
H
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
だ
（
【
ニ
ー
三
～
四
】
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
高
ら
か
に
宣
言
す
る
。
ま
た
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
浮
游
性
」
（
【
一
三
）
で
は
、
日
本
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
界
の
勢
力
図
を
希
望
社
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
・
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
（
以
下
プ
ロ
・
エ
ス
と
略
）
講
座
、
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
会
の
三
巴
と
分
析
し
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
は
「
エ
ス
ペ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

ン
ト
の
精
神
を
現
時
の
発
展
し
つ
・
あ
る
社
会
的
状
勢
を
通
し
て
適
確
に
認
識
し
、
阿
片
的
溺
愛
者
流
へ
の
、
よ
き
近
視
眼
鏡
的
役
割
の
逐
行

者
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
（
三
～
四
頁
）
と
し
て
、
現
実
社
会
に
根
を
下
ろ
し
た
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
あ
り
方
を
提
唱
し
た
。

第
二
節
　
社
交
か
思
想
運
動
か

　
こ
う
し
た
北
村
の
プ
ロ
・
エ
ス
運
動
に
共
鳴
す
る
よ
う
な
姿
勢
　
　
用
語
も
「
科
学
的
批
判
」
「
階
級
」
な
ど
を
鎮
め
る
　
　
に
対
し
、
宮

武
は
「
エ
ス
雑
誌
で
な
か
な
か
エ
ス
語
の
事
お
か
か
な
い
の
で
珍
ら
し
い
「
エ
ル
ナ
ラ
」
お
、
イ
ン
チ
キ
雑
誌
の
一
種
み
た
い
に
思
っ
て
い
る

奴
が
い
る
が
、
本
誌
は
乞
。
ヨ
鋤
国
ω
O
霞
磐
8
の
最
高
権
威
で
、
決
し
て
イ
ン
チ
キ
で
わ
な
い
」
（
【
五
一
一
】
）
と
、
窯
。
ヨ
鋤
国
ω
O
霞
き
口
ω
8
目

「
単
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
と
称
し
て
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
グ
ル
ー
ポ
を
社
交
機
関
と
す
る
部
類
」
（
同
上
）
を
以
て
自
認
し
、
次
の
第
六
号
（
昭
和

六
年
一
二
月
）
で
は
「
ロ
ン
ピ
ス
ト
（
破
壊
主
義
者
）
の
宣
言
」
（
一
頁
）
と
題
し
て
怪
気
炎
を
あ
げ
て
い
る
。

　
近
時
イ
ン
テ
リ
と
称
す
る
不
徹
底
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
浸
り
て
浅
薄
な
る
理
論
お
知
れ
る
も
、
実
行
能
力
と
特
殊
技
能
お
有
せ
ざ
る
失
業
的
存
在
い
ち
ぢ

　
る
し
く
増
加
せ
り
。
現
今
世
に
は
f
か
る
講
談
社
会
主
義
者
・
机
マ
ル
キ
ス
ト
先
生
等
皆
此
の
部
類
に
し
て
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
お
以
て
世
界
平
和
お
確
立

　
せ
ん
と
す
る
人
道
主
義
者
ま
た
亘
り
。
そ
も
そ
も
自
己
の
手
に
負
え
ざ
る
事
に
手
お
出
す
わ
之
れ
馬
鹿
の
初
め
な
り
。
実
行
し
得
ざ
る
寝
言
の
か
け
ら
お

　
喋
々
斯
々
大
語
す
る
者
わ
、
世
お
乱
し
人
お
惑
す
の
甚
し
き
も
の
な
れ
ば
、
す
べ
か
ら
く
自
か
ら
死
お
選
び
て
失
業
者
お
救
済
せ
ば
、
こ
れ
こ
そ
誠
の
人
道

　
主
義
と
言
う
べ
し
。
（
後
略
）
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宮武正道の「語学道楽」（黒岩）

　
こ
の
よ
う
に
切
っ
て
捨
て
る
彼
が
、
プ
ロ
・
エ
ス
運
動
に
共
感
す
る
筈
も
な
く
、
北
村
の
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は
、
そ
の
拡
大
運
動
そ
れ
自
身

が
国
際
的
平
和
運
動
で
あ
る
と
同
時
に
単
に
各
国
人
が
、
そ
の
非
科
学
的
な
自
国
語
を
、
そ
れ
に
よ
っ
て
再
批
判
す
る
こ
と
の
み
を
も
っ
て
し

て
も
、
絶
大
な
意
義
を
有
す
る
」
（
前
出
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
そ
の
歴
史
的
役
割
」
四
頁
）
と
い
っ
た
主
張
な
ど
は
、
全
く
肯
ん
ぜ
ら
れ
な
い
も
の

で
あ
っ
た
ろ
う
。
宮
武
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
観
は
、
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は
言
語
で
あ
る
。
単
な
る
言
語
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
が
言
語
で
あ

る
以
上
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
宣
伝
に
も
、
商
店
の
広
告
に
も
使
用
さ
れ
る
だ
ら
う
が
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
其
の
も
の
は
本
質
的
に
は
如
何
な
る
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

想
を
も
含
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
て
お
り
、
初
学
者
に
「
今
直
ち
に
エ
ス
語
を
実
用
性
の
あ
る
も
の
と
思
っ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

や
り
に
な
る
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
お
止
め
な
さ
い
。
若
し
そ
う
で
な
く
、
た
f
趣
味
性
の
満
足
を
目
的
と
し
て
お
や
り
に
な
る
な
ら
ば
、
喜
ん

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

で
教
へ
て
あ
げ
ま
せ
う
」
（
「
エ
ス
語
に
於
け
る
通
有
性
」
【
六
1
一
二
）
と
諭
す
会
員
鈴
木
克
英
の
姿
勢
に
、
む
し
ろ
理
解
を
示
し
て
い
る
。
従

っ
て
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
実
用
性
に
つ
い
て
も
、
「
芸
術
に
、
宗
教
に
、
大
衆
の
間
に
根
を
置
く
」
（
前
出
北
村
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
浮
游
性
」
四

頁
）
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
判
も
し
我
々
が
外
国
に
旅
行
せ
ん
と
す
る
時
、
先
づ
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
話
す
人
々
の
名
前

の
書
い
て
あ
る
名
簿
を
く
る
、
そ
し
て
自
分
の
こ
れ
か
ら
行
こ
う
と
す
る
地
方
の
会
畏
に
一
本
の
手
紙
を
出
し
て
さ
え
お
け
ば
、
も
う
そ
れ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

我
々
は
迷
子
に
な
る
心
配
が
な
い
」
と
い
う
趣
味
人
同
志
が
「
点
」
で
繋
が
る
こ
と
、
そ
う
い
う
こ
と
こ
そ
を
実
用
性
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ

る
。　

こ
の
よ
う
に
、
奈
良
エ
ス
会
を
社
交
機
関
と
見
て
運
営
す
る
宮
武
の
元
に
は
、
昭
和
五
年
㏄
○
月
に
自
転
車
世
界
一
周
の
途
上
で
立
ち
寄
っ

た
ル
シ
ア
ン
・
ペ
レ
ー
ル
冒
9
魯
勺
σ
邑
お
（
フ
ラ
ン
ス
）
を
皮
切
り
に
、
昭
和
七
年
三
月
に
カ
ー
ル
・
マ
イ
エ
ル
内
壁
ζ
臥
興
（
ド
イ
ツ
）
、

同
年
六
月
に
は
ヨ
ゼ
フ
・
マ
ヨ
ー
ル
冒
ω
似
ζ
a
o
層
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）
ら
が
訪
れ
、
諸
外
国
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
と
は
交
流
が
も
た
れ
た
。
し

か
し
、
宮
武
の
「
奈
良
エ
ス
会
近
況
」
（
【
八
】
）
に
よ
る
と
、
会
員
自
体
の
学
習
公
等
へ
の
参
加
状
況
は
、
だ
ん
だ
ん
悪
く
な
っ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
会
の
発
起
人
で
あ
っ
た
加
藤
宣
道
は
会
場
の
宮
武
家
の
近
所
に
い
る
が
滅
多
に
出
て
こ
ず
、
会
社
員
鈴
木
克
英
は
退
会
し
て
登
山
に

奪
念
。
熱
心
だ
っ
た
も
う
～
人
の
発
起
人
田
村
復
之
助
は
大
阪
に
帰
っ
て
謡
曲
師
に
な
り
、
家
庭
教
師
で
忙
し
い
奈
良
中
学
教
員
森
三
郎
は
五
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月
か
ら
ま
だ
一
回
も
出
席
し
て
い
な
い
。
「
北
村
君
だ
け
は
暇
だ
か
ら
大
抵
欠
か
さ
ず
出
て
来
る
」
（
九
頁
）
が
、
印
刷
屋
の
吉
川
清
太
郎
は

時
々
し
か
来
な
い
し
、
郡
山
中
学
教
員
の
笹
谷
良
造
は
、
尼
辻
か
ら
郡
山
に
引
っ
越
し
た
後
　
向
に
出
て
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
。

そ
れ
ら
従
来
会
員
の
不
振
を
埋
め
る
べ
く
、
天
理
外
語
の
あ
る
山
辺
郡
丹
波
市
町
か
ら
五
人
、
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
（
現
奈
良
女
子
大
学
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
志

以
下
奈
良
女
高
師
と
略
）
の
生
徒
ら
五
人
の
㎝
q
Φ
ω
日
南
α
①
磐
9
が
加
わ
っ
た
が
、
そ
の
生
徒
の
中
に
、
後
に
中
国
国
民
党
中
央
宣
伝
部
で
抗
日
放

送
に
従
事
し
、
「
矯
声
売
国
奴
」
（
蔀
新
聞
臨
昭
和
一
三
年
＝
月
一
一
日
付
）
と
呼
ば
れ
る
長
谷
川
テ
ル
が
い
た
。

　
明
治
四
五
年
三
月
、
土
木
技
師
の
次
女
と
し
て
山
梨
県
に
誕
生
し
た
長
谷
川
は
、
東
京
府
立
第
三
高
等
女
学
校
（
現
都
立
駒
場
高
校
）
を
経
て
、

昭
和
四
年
奈
良
女
高
師
へ
入
学
す
る
。
旅
行
や
奈
良
の
古
寺
歴
訪
を
楽
し
ん
で
い
た
長
谷
川
が
、
同
級
生
長
戸
恭
と
共
に
、
新
劇
・
文
学
・
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ス
ペ
ラ
ン
ト
の
愛
好
者
を
集
め
た
文
化
サ
ー
ク
ル
を
学
内
に
作
っ
た
の
は
、
昭
和
七
年
六
月
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
月
、
彼
女
た
ち
五
人

は
宮
武
の
元
を
訪
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
去
る
六
月
四
日
よ
り
女
高
師
生
が
エ
ス
語
の
講
習
を
僕
の
所
に
も
ち
か
け
て
来
た
。
大
阪
外
語
の
浅
井
〔
註
－
恵
倫
〕
先
生
と
相
談
の
上
、
女
の
子
は
偉
ら

　
そ
う
な
こ
と
を
欝
っ
て
い
る
が
何
も
知
ら
な
い
か
ら
余
り
む
つ
か
し
い
本
を
使
わ
な
い
方
が
良
い
だ
ら
う
。
と
雷
う
の
で
井
上
さ
ん
の
初
等
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
読
本
を
使
用
す
る
事
に
し
た
。
実
際
や
つ
て
見
る
と
恐
ろ
し
く
熱
心
で
前
書
を
取
消
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
（
前
出
「
奈
良
エ
ス
会
近
況
」
九
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
な
若
く
熱
心
な
学
生
を
得
て
、
奈
良
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
界
が
活
況
を
呈
し
て
行
く
か
と
思
わ
れ
た
矢
先
の
同
年
九
月
、
長
谷
川
と

長
戸
は
当
局
に
逮
捕
さ
れ
る
。
奈
良
合
同
労
働
組
合
や
全
国
農
罠
組
合
全
国
会
議
奈
良
県
評
議
会
と
い
っ
た
労
働
・
農
民
運
動
団
体
と
接
触
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
廉
で
、
八
月
三
一
日
の
県
内
活
動
家
大
検
挙
の
煽
り
を
食
っ
た
の
で
あ
る
。
二
人
は
～
○
～
二
〇
日
ほ
ど
で
釈
放
さ
れ
た
が
、
女
高
師
は
退

学
処
分
と
な
り
、
奈
良
エ
ス
会
は
若
い
力
を
失
っ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
の
弾
圧
を
契
機
と
す
る
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
白

眼
視
の
状
況
に
加
え
、
同
年
＝
月
自
身
が
肋
膜
炎
に
罹
患
し
た
こ
と
は
、
奈
良
エ
ス
会
の
活
動
を
失
速
さ
せ
る
に
充
分
で
あ
っ
た
。
昭
和
一

四
年
四
月
に
『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
ゴ
ガ
キ
ニ
ッ
ポ
ン
ゴ
ブ
ン
ポ
ー
ミ
§
§
O
ミ
ミ
ミ
簿
。
特
ミ
肉
愚
鳴
ミ
ミ
詠
§
』
（
岡
崎
屋
書
店
）
を
刊
行
し
、

第
二
七
回
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
大
会
に
参
加
、
同
年
＝
月
に
は
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
会
よ
り
「
高
等
学
力
認
定
証
」
を
授
与
さ
れ
る
な
ど
、
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そ
の
後
も
宮
武
自
身
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
学
習
・
研
究
を
続
け
る
が
、
研
究
会
が
活
気
を
取
り
戻
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

宮武正道の「謳学道楽」（黒岩）

①
北
村
信
昭
『
エ
ラ
ケ
ツ
霜
の
思
い
出
』
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
民
俗
会
、
一
九
五
四
年
、

　
～
○
頁
。

②
こ
の
御
前
能
に
つ
い
て
は
、
宮
武
鶴
斎
『
薪
御
能
記
㎞
（
同
、
昭
和
＝
二
年
。

　
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
）
を
参
照
。

③
富
武
タ
ツ
エ
編
、
前
掲
書
、
一
六
～
一
七
頁
。

④
乾
健
治
編
『
大
和
蒐
集
家
人
名
録
』
山
本
書
店
、
昭
和
七
年
、
五
三
頁
。

⑤
大
島
義
夫
・
宮
本
正
男
『
反
体
制
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
史
』
三
省
堂
、
一
九
七

　
四
年
、
一
五
八
頁
。

⑥
宮
武
タ
ツ
エ
編
、
前
掲
書
、
五
八
・
山
華
墨
。

⑦
同
上
、
四
〇
頁
。

⑧
宮
武
正
道
噸
奈
良
茶
粥
㎞
山
本
書
店
、
昭
和
七
年
七
月
、
三
〇
頁
。

⑨
　
天
理
大
学
五
十
年
誌
編
纂
委
員
会
編
戸
天
理
大
学
五
十
年
誌
臨
同
大
学
、
一
九

　
七
五
年
、
五
九
～
六
六
頁
。

⑩
北
村
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
浅
田
隆
「
奈
良
大
学
図
書
館
「
北
村
信
昭
文
庫
」

　
∬
　
北
園
克
衛
初
期
詩
篇
補
遺
な
ら
び
に
北
村
宛
諸
氏
轡
簡
」
（
噸
総
合
研
究
所
所

　
報
（
奈
良
大
学
総
合
研
究
所
）
』
第
一
五
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
を
参
照
。

⑪
宮
武
タ
ツ
エ
編
、
前
掲
書
、
三
九
～
四
〇
頁
。

⑫
欝
e
累
》
囲
》
㎞
第
言
万
、
昭
和
五
年
｝
○
月
、
一
頁
。
以
下
本
稿
で
出
典
が

　
欝
［
客
》
菊
〉
㎞
（
宮
武
家
資
料
）
の
場
合
、
門
号
（
i
頁
）
】
の
如
く
示
す
。
各

　
号
の
刊
行
年
月
は
以
下
の
通
り
。
第
一
号
－
昭
和
五
年
一
〇
月
、
二
号
一
同
五
年

　
＝
一
月
、
三
口
写
一
同
六
年
四
月
、
四
号
…
同
六
年
六
月
、
五
目
了
同
六
年
九
月
、

　
六
号
－
同
六
年
＝
一
月
、
七
号
－
同
七
年
三
月
、
八
口
甲
－
同
七
年
七
月
。

⑬
「
適
当
ト
ミ
ト
ム
ル
者
」
に
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で
州
O
ピ
蛍
O
頃
尊
6
護
〉

　
…
琶
鐸
Φ
＝
鋤
冨
O
N
9
α
①
ヨ
冨
国
ω
℃
工
匠
》
窯
日
國
ω
日
H
Ω
O
l
」
（
【
七
】
）
を
寄
稿
し

　
た
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
会
大
阪
支
部
の
川
崎
直
～
、
「
解
り
易
い
ノ
ー
ト
の
整

　
理
の
積
り
」
（
門
四
－
二
二
）
で
独
習
し
て
い
る
ア
ラ
ビ
ア
語
の
文
典
に
つ
い
て

　
書
い
た
天
理
外
語
の
馬
来
語
教
師
佐
藤
栄
三
郎
、
と
い
っ
た
人
た
ち
が
該
当
す
る

　
と
思
わ
れ
る
。

⑭
長
谷
川
テ
ル
ら
の
検
挙
事
件
（
後
述
）
の
後
、
昭
和
九
年
頃
跨
ピ
窯
〉
殉
盈

　
は
宮
武
の
個
人
誌
と
し
て
復
活
す
る
よ
う
だ
（
劉
〉
出
国
〈
¢
○
○
口
争
窯
↓
〉
』

　
第
～
五
年
第
九
号
、
昭
和
九
年
九
月
、
二
七
〇
頁
）
が
、
本
稿
で
は
奈
良
エ
ス
会

　
の
機
関
誌
と
し
て
の
時
期
の
み
を
対
象
と
す
る
。

⑮
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
パ
ラ
オ
語
に
最
も
熱
意
を
注
い
で
い
た
頃
の
文
章
で
は
、
富

　
武
は
こ
の
よ
う
な
発
音
式
仮
名
遣
い
（
後
述
）
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

⑯
社
会
教
育
家
後
藤
静
香
が
大
正
七
年
に
設
立
し
た
労
資
協
調
を
説
く
修
養
団
体

　
で
、
昭
和
五
年
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
導
入
し
、
雑
誌
青
蛙
落
磐
8
室
σ
o
ω
鑑
を

　
刊
行
し
た
（
田
中
貞
美
・
峰
芳
隆
・
宮
本
正
男
共
編
㎎
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動

　
人
名
小
事
典
』
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
図
書
刊
行
会
、
　
一
九
八
四
年
、
四
六
頁
）
。

⑰
宮
武
正
道
『
爪
畦
見
聞
記
』
同
、
昭
和
七
年
＝
月
、
工
五
頁
。
同
書
は
「
ジ

　
ャ
ワ
」
を
全
て
「
瓜
三
門
と
誤
記
し
て
い
る
が
、
ル
ビ
を
一
々
付
す
こ
と
は
せ
ず
、

　
正
し
い
表
認
に
改
め
た
。

⑱
　
同
上
。

⑲
長
谷
川
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
家
永
三
郎
責
任
編
集
『
日
本
平
和
論
大
系
』
1
7

　
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
四
年
）
の
宮
本
正
男
門
長
谷
川
テ
ル
の
生
涯
と

　
そ
の
時
代
－
編
者
ま
え
が
き
」
と
「
長
谷
川
テ
ル
年
譜
」
を
参
照
。

㊧
　
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
翌
開
始
時
の
様
子
を
、
長
谷
川
も
姉
に
手
紙
で
知
ら
せ
て
い

　
る
（
利
根
光
一
開
テ
ル
の
生
涯
㎞
要
文
社
、
一
九
六
九
年
、
一
〇
六
頁
）
。

　
　
　
こ
の
ご
ろ
、
五
入
ほ
ど
で
エ
ス
語
を
始
め
ま
し
た
。
先
生
は
寄
宿
の
近
所
の

135　（135）



人
。
天
理
外
語
学
校
の
生
徒
で
ま
だ
青
工
歳
、
少
少
た
よ
り
な
い
け
ど
我
慢

し
て
ま
す
。
と
て
も
お
坊
ち
ゃ
ん
で
愉
快
な
ん
で
す
。
あ
た
し
遼
を
閣
の
前

に
お
い
て
『
女
の
子
細
を
連
発
し
、
女
の
子
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
も
初
歩
し
か

や
れ
や
し
な
い
だ
ろ
う
と
か
な
ん
と
か
言
う
か
ら
、
発
奮
し
て
大
い
に
勉
強

　
　
し
て
や
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
少
し
面
倒
く
さ
く
っ
て

　
　
　
…
：
で
も
大
い
に
や
る
つ
も
り
で
す
。

㊧
　
大
山
峻
峰
「
長
戸
恭
と
長
谷
川
テ
ル
」
前
掲
魍
日
本
平
和
論
大
系
㎞
1
7
、
二
～

　
一
～
二
一
五
百
ハ
Q
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第
二
章
パ
ラ
オ
語

第
｝
節
　
エ
ラ
ケ
ツ
と
の
出
会
い

　
「
奈
良
中
学
在
学
当
時
か
ら
エ
キ
ゾ
テ
イ
ツ
ク
な
事
物
に
対
し
て
非
常
な
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
」
と
告
白
す
る
宮
武
は
、
自
ら
が
の
め
り
込

ん
だ
「
エ
キ
ゾ
テ
イ
ツ
ク
」
な
趣
味
を
切
手
蒐
集
、
絵
葉
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
研
究
と
順
に
記
し
て
い
る
が
、
天
理
外
語
に
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

謝
し
て
か
ら
始
ま
っ
た
「
語
学
道
楽
」
の
筆
頭
と
し
て
、
「
パ
ラ
オ
語
の
研
究
」
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
パ
ラ
オ
語
へ
の
熱
意
は
、
当
時
創
刊

し
た
ば
か
り
の
置
U
窯
》
”
と
に
も
飛
び
高
し
、
前
章
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
第
二
～
四
号
で
の
「
パ
ラ
オ
ゴ
ケ
ン
キ
ュ
ー
」
（
パ
ラ
オ

語
の
荒
聖
・
発
音
・
文
法
等
の
概
説
。
第
二
号
の
み
「
パ
ラ
ウ
」
と
表
記
）
の
連
載
と
い
う
形
で
結
実
し
て
い
る
。
ま
た
パ
ラ
オ
の
民
話
や
神
話
等
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
会
の
機
関
誌
『
い
〉
幻
国
〈
d
O
O
力
田
期
日
と
や
天
理
外
語
学
芸
部
の
『
心
光
』
と
い
う
雑
誌
に
寄
せ
る
な
ど
、
奈
良

エ
ス
会
を
主
宰
し
な
が
ら
、
パ
ラ
オ
語
や
パ
ラ
オ
の
文
化
へ
の
興
味
を
強
め
て
い
っ
た
。
最
終
的
に
は
、
こ
う
し
た
天
理
外
語
以
降
の
「
語
学

道
楽
」
が
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
圧
倒
し
た
こ
と
も
、
奈
良
エ
ス
会
が
開
店
休
業
状
態
と
な
っ
た
大
き
な
原
因
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
発
端

と
な
る
パ
ラ
オ
語
へ
触
れ
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
前
述
し
た
パ
ラ
オ
か
ら
の
留
学
生
エ
ラ
ケ
ツ
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
四
年
九
月
の
大
阪
毎
日
新
聞
奈
良
版
で
来
夏
を
知
り
、
天
理
外
語
へ
通
う
途
上
で
屡
々
見
掛
け
た
、
パ
ラ
オ
・
コ
ロ
ー
ル
の
首
長
を
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
も
つ
エ
ラ
ケ
ツ
窯
ひ
q
貯
鋳
Φ
α
と
、
宮
武
が
初
め
て
言
葉
を
交
わ
し
た
の
は
、
同
五
年
～
○
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
扮
〉

　
　
昭
和
五
年
十
月
二
十
五
日
の
夜
外
語
生
の
外
国
語
劇
が
天
理
教
館
で
催
さ
れ
、
其
の
時
論
が
楽
屋
で
紛
罰
し
て
み
る
所
へ
同
君
が
ヒ
ヨ
ッ
コ
リ
や
つ
て
来
た



宮武正道の「語学道楽」（黒岩）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
の
で
早
速
彼
を
つ
か
ま
え
松
岡
静
雄
氏
の
『
パ
ラ
ウ
語
の
研
究
㎏
で
覚
え
た
唯
～
の
パ
ラ
オ
語
『
ガ
ヅ
』
と
書
う
の
を
持
ち
出
し
、
『
パ
ラ
オ
語
で
人
の
事

　
を
ガ
ヅ
（
囚
ぴ
鋤
α
¢
）
と
言
う
か
馳
と
尋
ね
た
。
す
る
と
同
霜
は
『
違
う
、
人
の
事
を
ハ
ド
と
言
う
ん
だ
葡
と
答
え
た
の
が
二
人
置
知
り
合
に
な
っ
た
最
初
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
其
の
翌
日
の
夕
方
私
は
エ
ラ
ケ
ツ
君
を
自
分
の
家
に
連
れ
て
来
て
夕
食
を
共
に
し
な
が
ら
色
々
南
洋
の
話
や
パ
ラ
オ
語
を
聞
か
せ
て
貰
っ
た
。

パ
ラ
オ
を
含
む
ド
イ
ツ
領
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
は
大
正
三
年
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
参
戦
し
た
日
本
に
占
領
さ
れ
、
約
八
年
の
軍
政
を
経
た
同
～
一

年
、
国
際
連
盟
か
ら
の
委
任
統
治
地
域
と
し
て
正
式
に
日
本
領
土
と
な
っ
た
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
へ
は
、
海
軍
に
よ
る
占
領
の
後
、
風
土
文
物
・

風
俗
習
慣
や
人
種
・
言
語
な
ど
を
調
査
す
べ
く
医
学
者
・
人
類
学
者
・
罠
族
学
者
ら
が
赴
き
、
文
部
省
専
門
学
務
局
編
『
南
洋
新
占
領
地
視
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

報
告
隔
（
同
、
大
正
五
年
）
や
松
岡
静
雄
『
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
民
族
誌
』
（
岡
書
院
、
昭
和
二
年
）
と
い
っ
た
成
果
が
得
ら
れ
た
が
、
「
海
の
な
い
古
都

奈
良
に
生
を
う
け
た
二
人
の
青
年
」
で
あ
る
宮
武
と
北
村
も
、
エ
ラ
ケ
ツ
と
の
出
会
い
に
よ
り
「
激
し
く
南
の
海
洋
を
憧
憬
す
る
」
こ
と
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

り
、
パ
ラ
オ
の
研
究
へ
と
惹
か
れ
て
い
っ
た
。

　
北
村
よ
り
｝
足
先
に
エ
ラ
ケ
ツ
と
知
り
合
っ
た
宮
武
は
、
毎
日
天
理
小
学
校
で
漢
字
の
勉
強
を
し
て
い
る
彼
を
訪
ね
て
パ
ラ
オ
の
伝
説
・
民

話
・
民
謡
を
聞
き
取
り
、
そ
の
断
片
を
前
述
の
如
く
『
U
＞
図
国
＜
d
O
O
国
丙
乞
6
＞
』
な
ど
に
発
表
し
た
ほ
か
、
語
彙
・
会
話
文
を
も
多
く
収

め
た
『
パ
ラ
オ
叢
書
輪
（
昭
和
六
年
一
〇
月
～
七
年
二
月
）
を
エ
ラ
ケ
ツ
と
共
に
編
集
し
、
自
ら
謄
写
版
で
発
行
し
た
。
そ
し
て
昭
和
七
年
二
月
、

そ
れ
ら
約
一
年
間
の
聞
き
取
り
資
料
を
纏
め
、
全
て
和
訳
し
て
刊
行
し
た
の
が
『
南
洋
パ
ラ
オ
島
の
伝
説
と
民
謡
』
（
東
洋
民
俗
博
物
館
。
以
下

『
伝
説
と
民
謡
画
と
略
）
で
あ
る
。
そ
の
「
は
し
が
き
」
に
、

　
　
エ
ラ
ケ
ツ
君
の
父
君
が
酋
長
で
あ
っ
た
関
係
上
、
君
わ
他
の
同
年
餐
の
誰
よ
り
も
沢
山
色
々
な
話
お
聞
か
さ
れ
て
い
た
。
彼
わ
長
男
で
わ
な
い
け
れ
ど
も
、

　
酋
長
の
息
子
と
し
て
文
字
に
記
さ
れ
て
い
な
い
自
分
達
の
村
の
種
々
な
伝
説
お
覚
え
て
い
る
と
言
う
事
が
、
将
来
何
れ
か
の
村
の
酋
長
と
な
ら
な
い
と
も
限

　
ら
な
い
此
の
若
い
有
力
者
の
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
つ
と
め
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
そ
ん
な
わ
け
で
彼
わ
非
常
に
豊
富
に
種
々
な
話
お
覚
え
て
い
た
。

と
あ
る
が
、
同
書
の
構
成
は
、
「
伝
説
」
「
童
話
」
「
民
謡
」
と
「
雑
」
、
そ
し
て
宋
尾
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
よ
る
抄
訳
が
く
る
、
と
い
う
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

あ
っ
た
。
「
序
」
に
は
、
出
版
元
で
あ
る
東
洋
民
俗
博
物
館
の
館
長
九
十
九
豊
勝
よ
り
、
「
史
実
に
次
ぐ
民
族
の
過
去
の
事
実
を
物
語
る
伝
説
は
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各
民
族
の
も
つ
特
殊
的
伝
承
で
あ
っ
て
、
此
の
伝
説
か
ら
多
く
の
貴
重
な
る
土
俗
学
的
・
人
種
学
的
・
考
古
学
的
の
発
見
を
我
々
に
持
ち
来
ら

す
も
の
で
あ
る
」
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

第
二
節
　
「
土
俗
趣
味
家
」
へ
の
「
堕
落
」

　
『
伝
統
と
民
謡
騙
の
「
伝
説
」
に
は
、
母
に
焼
き
殺
さ
れ
て
海
に
倒
れ
た
巨
人
の
骸
が
パ
ラ
オ
島
と
な
っ
た
、
と
い
う
「
パ
ラ
オ
島
の
起

源
」
や
、
宮
武
が
「
勿
論
此
の
話
わ
あ
て
に
な
ら
な
い
が
～
寸
面
白
い
」
（
ご
二
頁
）
と
す
る
、
漂
流
し
た
パ
ラ
オ
人
が
B
本
入
の
祖
先
と
な
っ

た
話
（
「
日
本
人
の
祖
先
」
）
な
ど
一
後
者
は
臼
本
署
治
下
に
入
っ
て
以
後
脚
色
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
　
　
が
あ
る
が
、
や
は
り
山
・
木
や
鳥

と
い
っ
た
自
然
や
動
物
に
ま
つ
わ
る
も
の
、
人
間
臭
い
神
々
が
躍
動
す
る
話
が
主
で
あ
る
。
「
童
話
」
に
は
、
日
本
と
違
っ
て
蟹
が
ず
る
賢
い

「
猿
と
蟹
の
話
」
、
最
後
は
共
に
富
を
得
る
「
二
人
の
貧
し
い
姉
弟
の
話
」
な
ど
、
お
伽
噺
風
の
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
民
話
が

非
常
に
類
型
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
民
謡
」
「
雑
」
に
は
種
々
特
徴
的
な
点
が
見
ら
れ
る
。
先
ず
「
民
謡
」
の
方
で
は
、
右
の
「
童
話
」
と

は
異
な
り
作
者
が
判
明
し
て
い
る
最
近
の
も
の
が
目
立
ち
、
宮
武
は
こ
れ
ら
を
、
大
正
以
降
中
山
晋
平
ら
に
よ
り
盛
ん
に
創
作
さ
れ
た
、
あ
る

特
定
の
土
地
の
た
め
の
歌
謡
と
同
じ
く
「
新
民
謡
」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
コ
一
人
共
寝
の
其
の
時
に
／
子
守
が
子
供
抱
く
如

く
／
私
の
か
ら
だ
に
か
ら
ま
っ
た
」
と
い
う
艶
め
か
し
い
詞
を
持
つ
、
「
ア
マ
ツ
ト
ル
の
謡
」
の
註
釈
を
見
て
み
よ
う
。

　
此
の
謡
の
作
者
わ
×
×
×
と
書
う
男
で
、
か
つ
て
東
京
の
電
機
学
校
に
入
学
せ
ん
と
し
て
来
朝
し
た
が
、
学
力
不
足
で
不
許
可
と
な
り
、
其
の
上
日
本
で
或

　
る
女
郎
に
入
れ
あ
げ
、
文
無
し
に
な
っ
て
国
に
帰
れ
ず
困
っ
て
い
た
時
、
折
良
く
日
本
に
観
光
に
来
た
親
類
の
者
に
金
お
貰
っ
て
パ
ラ
オ
に
逃
げ
帰
り
、
国

　
に
帰
る
と
前
の
附
記
に
め
げ
ず
早
速
日
本
名
お
シ
ズ
コ
と
喬
う
美
人
で
わ
あ
る
が
浮
気
で
有
名
だ
つ
た
パ
ラ
オ
娘
に
ひ
っ
か
か
り
、
そ
の
時
の
事
お
自
ら
歌

　
　
つ
た
も
の
で
、
南
洋
で
わ
有
名
な
新
民
謡
で
あ
る
（
六
三
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
こ
の
ほ
か
、
同
じ
く
男
女
の
情
交
を
歌
っ
た
「
と
も
ね
の
謡
」
、
契
り
を
交
わ
し
た
ド
イ
ツ
の
学
者
を
恋
う
「
私
の
恋
の
耳
飾
お
捧
げ
た
我

等
の
ド
ク
ト
ル
の
帰
国
お
歌
え
る
謡
」
も
明
確
に
近
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
「
雑
」
に
も
現
代
民
話
と
言
っ
て
よ
い
話
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
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い
る
。
例
え
ば
「
阿
呆
に
つ
け
る
薬
」
は
、
エ
ラ
ケ
ツ
の
叔
父
が
独
領
時
代
、
兵
隊
と
し
て
赴
い
た
マ
レ
ー
で
製
法
を
学
ん
だ
と
い
う
薬
を
、

「
コ
ロ
ー
ル
公
学
校
の
同
級
生
で
、
学
校
お
落
第
し
か
け
て
い
た
奴
に
飲
ま
せ
た
ら
一
辺
に
級
長
に
昇
進
し
た
」
（
九
九
頁
）
と
い
う
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
で
あ
る
。
「
雑
」
の
そ
れ
以
外
は
、
「
シ
ャ
マ
ン
の
話
」
や
「
禁
忌
の
話
」
の
よ
う
に
信
仰
・
習
慣
な
ど
の
紹
介
が
主
で
あ
る
が
、
そ
の
中

に
も
性
風
俗
に
ま
つ
わ
る
「
女
の
体
か
ら
水
お
出
し
た
男
の
話
」
「
ア
ル
・
メ
ゴ
ル
の
話
」
が
あ
る
。
前
者
は
、
宮
武
が
「
南
洋
の
ド
ン
・
フ

ア
ン
」
（
九
六
頁
）
と
呼
ぶ
元
燐
鉱
会
社
の
人
夫
頭
が
駆
使
す
る
、
「
女
の
体
か
ら
水
お
出
す
」
（
九
五
頁
）
不
思
議
な
術
を
、
ド
イ
ツ
の
班
究
者

が
調
査
に
や
っ
て
来
た
話
で
、
後
者
は
、
戦
争
に
負
け
た
村
の
若
い
女
性
が
、
バ
イ
と
い
う
集
会
所
に
連
行
さ
れ
て
ア
ル
・
メ
ゴ
ル
と
呼
ば
れ
、

様
々
な
業
務
に
従
事
す
る
と
い
う
制
度
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
ア
ル
・
メ
ゴ
ル
に
つ
い
て
宮
武
は
、
「
其
の
女
と
性
交
す
る
事
わ
許
さ
れ

な
く
、
唯
心
其
の
他
の
相
手
と
し
て
遊
ぶ
だ
け
だ
か
ら
女
中
兼
芸
者
、
ダ
ン
サ
ー
・
女
給
の
如
き
も
の
」
（
八
二
頁
）
と
い
う
エ
ラ
ケ
ツ
の
説
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
な
）

引
き
、
「
男
と
遊
ん
で
関
係
し
た
い
と
雷
う
事
わ
一
寸
信
用
出
来
な
い
し
又
、
性
的
享
楽
が
唯
一
の
娯
楽
で
あ
る
島
民
に
わ
、
一
寸
聞
え
な
い

話
で
わ
な
い
か
？
」
（
△
二
頁
）
と
疑
義
を
呈
し
な
が
ら
も
、
前
出
の
松
岡
静
雄
咽
パ
ラ
ウ
語
の
研
究
』
の
如
く
、
様
々
な
仕
事
を
こ
な
す
彼
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

た
ち
を
「
娼
婦
と
訳
す
る
こ
と
わ
一
寸
気
の
毒
」
（
八
二
頁
）
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
こ
の
よ
う
に
、
同
書
が
新
旧
の
性
民
俗
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
た
も
の
と
な
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
発
行
者
九
十
九
豊
勝
の
影
響
が
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

れ
る
。
九
十
九
は
昭
和
三
年
菖
蒲
池
畔
に
開
い
た
東
洋
民
俗
博
物
館
に
、
「
土
俗
学
資
料
」
、
殊
に
「
エ
ロ
的
資
料
一
切
」
を
蒐
集
し
た
人
物
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

蒐
集
家
三
田
平
凡
寺
が
作
っ
た
奇
人
連
合
「
我
楽
他
宗
」
に
倣
っ
た
よ
う
な
「
日
本
我
楽
他
宗
奈
良
別
院
」
を
主
宰
し
て
、
県
内
好
事
家
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

つ
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
が
、
宮
武
は
同
別
院
の
「
第
四
番
札
所
　
性
洞
山
脚
人
面
」
を
称
し
、
九
十
九
宅
な
ど
で
開
か
れ
る
日
本
土
俗
学
会

に
も
参
加
す
る
程
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
交
流
が
、
『
伝
説
と
民
謡
』
に
お
け
る
性
民
俗
資
料
の
採
取
へ
と
繋
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
伝
説
と

民
謡
』
は
、
刊
行
か
ら
二
年
弱
後
の
昭
和
八
年
＝
月
、
エ
ラ
ケ
ツ
か
ら
聞
き
取
っ
た
話
の
パ
ラ
オ
語
テ
キ
ス
ト
や
パ
ラ
オ
語
彙
、
簡
単
な
会

話
例
文
を
増
補
し
、
『
宮
武
正
道
報
告
第
～
輯
ミ
ク
ロ
ネ
シ
や
群
島
パ
ラ
オ
の
土
俗
と
島
語
テ
キ
ス
ト
』
（
以
下
『
報
告
第
一
瀬
棚
と
略
）
と
題

し
て
自
費
出
版
さ
れ
た
。
『
報
告
第
一
輯
』
中
、
上
篇
の
「
神
話
・
伝
説
・
童
話
の
部
」
「
民
謡
の
部
」
「
雑
の
部
」
は
、
一
部
追
加
と
削
除
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（
話
自
体
が
な
く
な
っ
て
い
た
り
註
釈
が
簡
素
に
な
っ
て
い
る
）
が
あ
る
も
の
の
、
『
伝
説
と
民
謡
』
の
内
容
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
お
り
、
下
篇
「
パ
ラ

オ
語
テ
キ
ス
ト
の
部
」
こ
そ
が
、
「
将
に
亡
び
ん
と
す
る
南
洋
群
島
の
土
語
を
出
来
る
吐
け
機
会
を
捉
え
て
之
を
採
集
し
将
来
に
残
す
と
同
時

に
之
を
言
語
学
的
に
研
究
し
て
見
よ
う
」
（
四
頁
）
と
い
う
「
は
し
が
き
」
の
趣
旨
に
合
致
す
る
部
分
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
松
岡
静
雄
『
パ
ラ
ウ
語
の
研
…
究
』
や
ω
巴
く
讐
。
村
毛
9
D
｝
δ
ω
Φ
B
ミ
ミ
黛
§
、
鷺
さ
N
＆
諒
（
躍
8
印
q
犀
8
⑰
q
藁
Φ
H
G
。
）
を
参
照
し
て
、
ノ
ー
ト
に

エ
ラ
ケ
ツ
の
話
を
書
き
た
め
て
い
る
う
ち
、
宮
武
の
心
境
に
変
化
が
生
じ
て
き
た
こ
と
も
、
同
じ
「
は
し
が
き
」
は
示
し
て
い
る
。

　
最
初
は
パ
ラ
オ
の
雷
語
を
研
究
す
る
つ
も
り
で
い
た
も
の
が
何
時
の
間
に
や
ら
話
の
方
に
興
昧
を
ひ
か
れ
出
し
、
一
々
パ
ラ
オ
語
で
話
し
て
貰
っ
て
之
を
書

　
き
取
り
更
に
訳
す
る
の
が
面
倒
で
、
公
学
校
の
主
席
で
卒
業
後
法
院
の
通
訳
を
や
っ
て
い
た
同
君
の
流
暢
な
日
本
語
で
南
洋
の
神
話
伝
説
を
聞
か
せ
て
貰
つ

　
て
之
を
書
き
取
る
方
が
面
白
く
な
り
、
最
初
の
目
的
で
あ
っ
た
醤
語
研
究
が
姿
を
隠
し
、
最
悪
な
方
法
を
取
る
土
俗
趣
味
家
に
堕
落
し
て
し
ま
っ
た
（
『
報

　
告
第
一
輯
』
二
～
三
頁
）
。

こ
の
よ
う
に
、
パ
ラ
オ
で
は
「
性
的
享
楽
が
唯
一
の
娯
楽
」
（
前
掲
『
伝
説
と
民
謡
幽
△
二
頁
）
と
い
っ
た
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
よ
る
表
象
は
多

少
あ
る
も
の
の
、
当
初
は
パ
ラ
オ
語
と
い
う
言
語
の
み
に
向
い
て
い
た
宮
武
の
視
線
は
、
そ
の
奥
に
あ
る
パ
ラ
オ
の
土
俗
へ
も
向
か
う
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
彼
の
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ズ
ム
の
対
象
が
、
人
工
の
国
際
語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
か
ら
、
同
じ
「
言
語
」
で
あ
る
土
着
の
民
族

語
・
パ
ラ
オ
語
の
み
な
ら
ず
、
一
度
は
パ
ラ
オ
の
土
俗
と
い
う
民
族
文
化
へ
と
広
が
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
と
同
時
に
、
「
私
は
地
方
の

　
マ
マ
　

多
占
郷
土
研
究
家
の
様
に
無
智
な
民
衆
か
ら
資
料
を
搾
取
し
て
お
き
乍
ら
自
分
が
一
廉
の
研
究
家
で
も
あ
る
様
に
自
己
陶
酔
に
陥
っ
て
居
よ
う

と
言
う
の
で
は
な
い
扁
（
『
報
告
第
一
輯
血
四
頁
）
と
言
う
よ
う
に
、
こ
れ
以
上
土
俗
研
究
の
深
み
に
は
ま
ら
ぬ
よ
う
強
く
自
戒
し
て
い
た
こ
と
は
、

注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
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①
　
宮
武
正
道
、
前
掲
㎎
爪
畦
見
聞
記
㎞
、
自
序
。

②
前
者
の
第
＝
へ
年
第
七
～
九
号
（
昭
和
六
年
七
～
九
月
）
に
鱈
8
0
【
－

　
幻
艮
。
暮
9
評
鉱
℃
8
♀
π
磐
帥
9
縣
Φ
℃
既
磐
－
ぎ
ω
三
〇
（
パ
ラ
ウ
島
の
口
碑
と
民
謡
）
」

　
を
載
せ
、
後
者
（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
翫
蔵
）
の
第
三
号
「
爾
洋
漫
談
」

　
（
昭
和
七
年
三
月
）
で
「
蟹
と
鼠
と
の
話
」
を
紹
介
し
て
い
る
。

③
本
稿
で
は
当
時
の
呼
称
に
従
っ
た
が
、
コ
寸
田
本
人
に
言
い
に
く
い
の
で
通



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
設
H

　
称
と
し
て
此
の
2
帥
q
貯
p
。
冨
山
お
少
し
転
化
せ
し
め
て
、
エ
ラ
ケ
ツ
と
称
す
る
様
に

　
な
っ
た
駄
（
『
南
洋
パ
ラ
オ
島
の
伝
説
と
民
謡
睡
東
洋
民
俗
博
物
館
、
昭
和
七
年
二

　
月
、
は
し
が
き
）
と
宮
武
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
本
来
「
エ
ラ
ケ
ツ
」
と
は
パ

　
ラ
オ
語
の
読
み
の
正
確
な
反
映
を
期
し
た
表
記
で
は
な
い
。

④
　
柳
田
国
男
の
実
弟
で
あ
り
、
か
つ
て
海
軍
軍
人
で
あ
っ
た
民
族
学
・
書
語
学
者

　
松
岡
静
雄
は
、
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
関
係
書
、
特

　
に
魍
チ
ャ
モ
ロ
語
の
研
究
』
（
郷
土
研
究
社
、
　
一
九
二
六
年
）
・
㎎
パ
ラ
ウ
語
の
研

　
究
馳
（
同
、
一
九
三
〇
年
）
・
『
ヤ
ッ
プ
語
の
研
究
睡
（
同
、
一
九
三
　
年
）
な
ど
、

　
該
地
の
言
語
に
つ
い
て
の
著
作
を
多
く
発
表
し
た
（
坂
野
徹
『
帝
国
目
本
と
人
類

　
学
者
　
～
八
八
四
1
～
九
五
工
年
㎞
勤
草
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
三
六
六
～
三
六

　
七
頁
）
。

⑤
二
ゆ
q
｝
轟
訂
自
氏
述
・
宮
武
正
道
訳
編
『
宮
武
正
道
報
告
第
｝
輯
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ヤ

　
群
島
パ
ラ
オ
の
土
俗
と
島
語
テ
キ
ス
ト
』
宮
武
正
道
、
昭
和
八
年
一
一
月
、
一
～

　
二
頁
。

⑥
入
類
学
を
中
心
と
し
た
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
学
術
的
調
査
・
研
究
の
流
れ
に
つ

　
い
て
は
、
坂
野
徹
前
掲
書
の
第
六
章
に
詳
し
い
。

⑦
北
村
信
昭
、
前
掲
書
、
自
序
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
レ
ク
ク
ロ

⑧
　
九
十
九
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
蒐
集
家
崎
山
卯
左
衛
門
の
郷
土
研
究
」
（
久
留

　
島
浩
・
高
木
博
志
・
高
橋
一
樹
編
『
文
人
世
界
の
光
芒
と
古
都
奈
良
　
　
大
和

　
の
生
き
字
引
・
水
木
要
太
郎
一
㎞
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
の
七
～
～

　
七
二
頁
を
参
照
。

⑨
松
岡
が
置
去
で
血
豆
ノ
ル
」
を
「
巫
娼
」
、
「
ア
ル
メ
ノ
ル
」
を
「
娼
婦
扁
と
訳

　
し
て
い
る
（
三
五
七
買
）
の
に
対
し
、
人
類
学
者
の
長
谷
部
書
入
は
『
過
去
の
我

　
南
洋
㎞
（
岡
書
院
、
昭
和
七
年
）
に
お
い
て
「
娼
婦
で
は
な
く
、
こ
の
剃
度
は
寧

　
ろ
未
婚
女
子
の
教
養
上
必
要
と
認
め
ら
れ
て
み
た
」
（
七
三
頁
）
と
し
て
お
り
、

　
宮
武
は
長
谷
部
説
を
よ
り
妥
轟
と
見
て
い
る
。

⑩
　
昭
和
七
年
工
月
二
〇
日
付
の
『
大
阪
二
目
新
聞
㎞
奈
良
版
で
も
、
「
巻
末
に
は

　
南
洋
諸
島
の
性
に
関
す
る
文
字
多
し
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
宮
武
家
資
料
）
。

⑪
乾
健
治
編
、
前
掲
書
、
三
一
頁
。

⑫
三
田
平
凡
寺
と
我
楽
他
宗
に
つ
い
て
は
、
山
口
晶
男
噸
内
田
魯
庵
山
脈

　
1
〈
失
わ
れ
た
日
本
入
〉
発
掘
i
』
（
晶
文
社
、
二
〇
〇
～
年
）
を
参
照
。

⑬
胃
出
問
O
＞
菊
〉
囚
¢
↓
〉
蜘
第
七
号
、
昭
和
六
年
九
月
、
「
入
麺
と
ニ
ユ
…
ス
」

　
（
｛
呂
武
家
資
料
）
。

宮武正遊の「語学道楽」（黒岩）

第
三
章
マ
レ
ー
語

第
…
節
　
新
聞
・
雑
誌
の
「
生
キ
タ
マ
レ
ー
語
」

『
伝
説
と
民
謡
』
と
『
報
告
第
一
輯
』
の
合
間
、
昭
和
七
年
七
月
に
宮
武
は
、
「
奈
良
に
残
る
土
俗
、
名
物
な
ど
の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
み
な

い
と
こ
ろ
を
得
意
の
筆
で
著
は
し
た
」
『
奈
良
茶
粥
輪
（
山
本
書
店
）
を
刊
行
し
、
新
聞
広
告
で
も
「
土
俗
研
究
家
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ

　
　
①

て
い
た
。
し
か
し
、
共
に
エ
ラ
ケ
ツ
か
ら
パ
ラ
オ
の
話
を
聞
き
取
っ
た
北
村
借
昭
が
、
『
南
洋
パ
ラ
オ
諸
島
の
民
俗
隔
（
東
洋
民
俗
博
物
館
、
昭
和
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八
年
一
一
月
）
の
刊
行
を
期
に
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
民
俗
や
生
物
へ
と
熱
中
し
て
い
く
の
に
対
し
、
宮
武
は
「
語
学
道
楽
」
の
宗
旨
を
変
え
ず
、

天
理
外
語
で
専
攻
す
る
マ
レ
ー
語
に
本
格
的
に
取
り
組
み
始
め
る
。
そ
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
昭
和
七
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
ジ
ャ
ワ
・
セ
レ
ベ
ス
島
旅
行
で
あ
る
。
コ
季
語
と
土
俗
研
究
」
（
二
七
頁
）
に
加
え
、
奈
良
市
と
東
洋
民
俗
博
物
館
の
嘱
託
　
　
前
者
は
大
和

蚊
帳
南
洋
輸
出
の
可
能
性
の
調
査
を
委
嘱
一
と
い
う
肩
書
き
を
帯
び
、
七
月
二
一
日
、
宮
武
は
森
田
宇
三
郎
奈
良
市
長
・
九
十
九
曲
豆
勝
東
洋

民
俗
博
物
館
長
尺
に
見
送
ら
れ
、
神
戸
港
を
出
発
し
た
。
沖
大
東
島
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
を
通
過
し
、
セ
レ
ベ
ス
島
の
マ
カ
ッ

サ
ル
に
入
港
し
た
の
は
、
八
月
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。
「
あ
や
ぶ
み
な
が
ら
話
す
馬
来
語
が
、
大
抵
通
じ
る
の
で
ゆ
か
い
」
（
七
頁
）
に
な
り
、

経
済
的
に
最
大
勢
力
で
あ
る
「
支
那
人
の
本
馬
が
あ
っ
た
の
で
一
寸
の
ぞ
い
て
見
よ
う
と
中
に
入
っ
た
」
（
九
頁
）
ら
、
日
本
人
と
分
か
っ
て

怒
鳴
り
つ
け
ら
れ
た
該
地
を
離
れ
、
翌
々
日
の
三
日
に
は
ジ
ャ
ワ
島
の
ス
ラ
バ
ヤ
に
到
着
し
た
。

　
ス
ラ
バ
ヤ
か
ら
は
鉄
道
と
飛
行
機
を
使
っ
て
、
ス
マ
ラ
ン
～
バ
タ
ヴ
ィ
ア
～
バ
ン
ド
ン
～
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
～
ソ
ロ
（
ス
ラ
カ
ル
タ
）
と

回
り
、
八
月
一
四
日
に
再
び
ス
ラ
バ
ヤ
へ
と
戻
っ
て
、
一
七
日
に
ス
ラ
バ
ヤ
を
出
港
、
二
九
日
に
神
戸
港
へ
と
帰
着
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ワ
島
内

で
は
、
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
や
プ
ラ
ン
バ
ナ
ン
と
い
っ
た
名
所
を
巡
る
他
、
南
洋
協
会
商
品
陳
列
所
（
ス
ラ
バ
ヤ
）
を
訪
れ
て
、
形
状
が
異
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ノ
フ
ィ
カ

た
め
「
奈
良
蚊
帳
の
輸
出
は
目
下
の
所
で
は
駄
目
」
（
二
～
頁
）
と
い
う
評
価
を
聞
い
た
り
、
参
拝
す
れ
ば
子
供
が
授
か
る
と
い
う
女
握
り
の
形

が
鋳
付
け
ら
れ
た
大
砲
（
バ
タ
ヴ
ィ
ア
）
を
調
査
し
た
り
と
、
嘱
託
さ
れ
た
仕
事
を
こ
な
し
た
。
し
か
し
、
宮
武
に
と
っ
て
よ
り
重
要
だ
っ
た

の
は
、
現
地
住
民
と
の
交
流
で
あ
ろ
う
。
先
ず
宮
武
は
、
ス
マ
ラ
ン
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
の
リ
エ
ム
・
チ
ョ
ン
・
ピ
ー
を
訪
ね
、
夜
市
の
案

内
な
ど
の
便
宜
を
受
け
て
い
る
。

　
蒼
白
い
そ
し
て
細
長
い
、
支
那
人
イ
ン
テ
リ
と
し
て
充
分
な
恰
好
の
二
十
八
九
才
位
の
青
年
が
出
て
来
て
、
す
こ
ぶ
る
愛
想
よ
く
未
知
の
友
を
迎
え
て
く
れ

　
た
。
お
互
に
国
際
語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
話
す
事
が
出
来
る
と
言
う
唯
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
。
奥
に
通
さ
れ
て
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
で
互
に
語
り
合
っ
た
。
今
ま

　
で
遇
っ
た
事
も
文
通
し
た
事
す
ら
も
な
い
、
一
介
の
日
本
人
旅
行
者
を
、
日
支
問
の
紛
争
等
を
全
く
度
外
視
し
て
、
十
年
の
知
己
の
如
く
に
も
て
な
し
、
何

　
　
の
わ
だ
か
ま
り
も
な
く
語
り
合
う
事
の
出
来
る
の
は
全
く
国
際
語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
ゆ
え
な
の
だ
（
二
四
～
二
五
頁
）
。
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宮武正道の「語学道楽」（黒岩）

「
全
く
度
外
視
」
し
た
か
否
か
の
真
偽
は
さ
て
措
き
、
宮
武
は
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
も
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
と
交
流
し
た
が
、
現
地
の
オ
ラ
ン
ダ
語

新
聞
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
「
当
面
領
東
印
度
に
於
け
る
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
界
の
不
振
は
い
た
く
氏
を
失
望
せ
し
め
て
い
た
も
の
・
如
く
で
あ
っ
た
」

（
五
二
頁
）
と
い
う
。

　
も
う
一
つ
は
、
バ
タ
ヴ
イ
ア
の
新
聞
社
経
営
者
た
ち
、
殊
に
『
ビ
ン
タ
ン
・
テ
ィ
ム
ー
ル
し
口
§
鷺
鑓
寄
ミ
ミ
馳
主
幹
パ
ラ
ダ
・
ハ
ラ
ハ
ッ

プ
℃
輿
9
留
国
母
替
巷
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
八
月
　
○
日
に
社
を
訪
れ
た
宮
武
に
対
応
し
た
ハ
ラ
ハ
ッ
プ
は
、
「
非
常
な
親
日
家
で
、
僕
が

馬
来
語
で
話
し
か
け
る
と
す
っ
か
り
着
ろ
き
、
且
つ
喜
ん
で
、
社
内
を
見
て
呉
れ
と
言
っ
て
工
場
を
見
せ
て
く
れ
た
」
（
三
四
頁
）
。
後
に
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ド
ネ
シ
ア
か
ら
日
本
へ
の
留
学
生
派
遣
を
積
極
的
に
後
押
し
す
る
こ
と
に
な
る
ハ
ラ
ハ
ッ
プ
は
、
こ
の
時
の
「
来
年
日
本
へ
行
く
積
り
」
と
の

言
の
通
り
、
翌
昭
和
八
年
＝
月
、
商
業
視
察
団
一
行
を
率
い
て
来
日
、
東
京
で
訪
日
を
支
援
し
た
南
進
論
者
の
石
原
廣
一
郎
（
石
原
産
業
海

　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

運
合
資
会
社
）
ら
と
接
触
し
た
後
、
＝
…
月
一
二
・
…
三
日
に
奈
良
の
宮
武
を
訪
ね
て
い
る
。
宮
武
家
で
謡
曲
・
仕
舞
に
よ
る
歓
迎
を
受
け
た

ハ
ラ
ハ
ッ
プ
は
、
宮
武
が
南
洋
見
聞
談
を
マ
レ
ー
語
で
『
ビ
ン
タ
ン
・
テ
ィ
ム
ー
ル
隔
に
寄
稿
す
る
約
束
を
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
取
り
付
け
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
、
こ
こ
奈
良
で
も
別
の
件
、
「
マ
レ
ー
語
書
き
日
本
文
法
」
書
の
刊
行
を
依
頼
し
て
い
る
。
そ
れ
に
応
え
て
執
筆
・
自
費
出
版
さ
れ
た
の
が
、

『
宮
武
正
道
報
告
第
二
輯
馬
来
語
書
キ
日
本
語
文
法
ノ
輪
廓
§
§
8
し
∪
暮
織
鶏
§
§
、
§
晦
沁
ミ
晦
ぎ
島
（
昭
和
一
〇
年
五
月
）
で
あ
る
。
「
本

書
は
売
る
為
に
作
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
南
洋
人
で
真
面
目
な
る
日
本
語
の
研
究
者
に
は
部
数
の
許
す
限
り
進
呈
し
た
い
」
（
「
出
版

の
挨
拶
」
）
と
す
る
同
書
は
、
日
本
式
ロ
ー
マ
字
の
発
音
と
日
本
語
の
品
詞
を
解
説
す
る
四
〇
頁
ほ
ど
の
小
冊
子
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
皮
切
り

に
宮
武
の
マ
レ
ー
語
研
究
の
成
果
は
、
続
々
と
発
表
さ
れ
て
い
く
。

　
最
初
に
世
に
送
ら
れ
た
の
は
、
語
彙
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
結
婚
し
た
妻
の
タ
ツ
エ
が
、
「
語
学
（
主
に
東
南
ア
ジ
ア
）
の
勉
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

…
…
と
言
っ
て
も
彼
の
は
現
地
の
新
聞
を
購
入
し
て
独
学
で
辞
書
を
頼
り
に
勉
強
す
る
の
で
す
」
と
回
顧
し
て
い
る
よ
う
に
、
宮
武
が
最
も
重

視
し
た
の
は
現
代
の
マ
レ
ー
語
、
中
で
も
新
聞
・
雑
誌
に
用
い
ら
れ
て
い
る
マ
レ
ー
語
で
あ
っ
た
。
『
マ
レ
ー
語
現
代
文
ト
方
言
ノ
研
究
』
は
、

昭
和
＝
年
三
月
、
大
阪
外
国
語
学
校
馬
来
語
部
南
洋
心
墨
会
か
ら
雑
誌
『
図
南
』
第
九
号
付
録
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
謄
写
版
冊
子
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で
宮
武
は
、

　
　
マ
レ
ー
語
ノ
文
法
ワ
一
見
シ
高
所
実
二
簡
易
デ
ア
ル
。
簡
易
ト
云
ウ
点
カ
ラ
云
エ
バ
隅
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
』
ノ
文
法
ヨ
リ
モ
更
二
簡
単
デ
ア
ロ
ウ
。
ケ
レ
ド

　
モ
マ
レ
ー
語
が
依
然
ト
シ
テ
難
解
デ
ア
ル
コ
ト
ワ
誰
レ
ヨ
リ
モ
諸
君
自
身
が
充
分
御
承
知
ノ
事
デ
ア
ロ
ウ
。
何
ト
言
ウ
テ
モ
三
年
間
学
ン
デ
モ
新
聞
ノ
三
面

　
記
事
一
ツ
ロ
ク
様
読
メ
ナ
イ
ト
云
ウ
事
実
が
証
明
シ
テ
イ
ル
ノ
ダ
カ
ラ
致
シ
方
ガ
ナ
イ
。
シ
カ
ラ
バ
文
法
が
簡
単
デ
ア
ル
ニ
モ
カ
カ
ワ
ラ
ズ
一
難
解
デ
ア
ル
理

　
由
ワ
如
何
？
・
『
純
粋
ノ
マ
レ
i
語
法
二
従
ワ
ズ
、
各
人
マ
チ
マ
チ
ノ
語
法
ト
ソ
レ
ゾ
レ
勝
手
ナ
単
語
ヲ
採
用
ス
ル
暁
カ
ラ
デ
ア
ル
（
「
前
書
キ
」
）
。

と
し
て
、
華
僑
・
オ
ラ
ン
ダ
人
・
ジ
ャ
ワ
人
な
ど
が
自
ら
の
母
語
の
語
法
・
語
彙
を
持
ち
込
み
、
恰
も
「
ゴ
モ
ク
ズ
シ
賑
の
観
を
呈
す
る
イ
ン

　
　
　
⑧

ド
ネ
シ
ア
の
マ
レ
ー
語
を
引
分
け
し
て
、
「
接
続
詞
が
増
え
た
」
等
の
現
代
マ
レ
ー
語
文
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
「
支
那
語
」
「
オ
ラ
ン
ダ
語
」

「
バ
タ
ビ
ヤ
方
言
」
等
に
由
来
す
る
新
語
彙
を
「
小
辞
典
」
と
い
う
形
で
紹
介
し
て
い
る
。

　
『
マ
レ
ー
語
現
代
文
ト
方
言
ノ
研
究
』
は
、
拓
殖
大
学
・
天
理
外
語
ほ
か
よ
り
多
数
の
注
文
を
受
け
て
残
部
が
な
く
な
る
ほ
ど
の
好
評
を
博

し
た
た
め
、
宮
武
は
「
更
ニ
マ
レ
ー
語
新
聞
中
二
出
テ
来
ル
オ
ラ
ン
ダ
語
や
支
那
人
マ
レ
ー
語
ト
シ
テ
用
イ
ラ
レ
ル
特
種
ナ
単
語
及
ビ
主
ナ
ル

略
語
等
」
を
集
め
、
「
小
辞
典
」
部
分
を
増
補
し
て
ま
る
ま
る
一
冊
に
し
た
『
続
篇
マ
レ
ー
語
現
代
文
ト
方
言
ノ
研
究
』
（
昭
和
一
一
年
七
月
）

　
　
　
　
⑨

を
刊
行
し
た
。
ま
た
昭
和
一
三
年
一
〇
月
に
は
、
そ
れ
ら
正
続
二
冊
の
辞
典
部
分
を
併
せ
て
増
補
し
た
『
マ
レ
ー
語
新
語
辞
典
』
（
同
南
洋
研
究

会
）
ま
で
も
作
ら
れ
た
が
、
新
聞
・
雑
誌
を
読
む
道
具
に
特
化
し
た
も
の
で
あ
る
他
に
、
こ
の
三
冊
に
共
通
す
る
の
は
、
『
馬
来
一
日
本
語
字

典
撫
（
南
洋
協
会
台
湾
支
部
、
昭
和
こ
年
）
へ
の
不
満
で
あ
る
。
こ
の
辞
書
は
、
陸
軍
将
校
平
岡
懸
造
と
大
阪
外
語
の
教
員
で
あ
っ
た
バ
チ
ー
・
ビ

ン
・
ワ
ン
チ
ク
じ
σ
ゆ
。
匿
①
σ
冒
芝
磐
。
旺
障
の
手
に
な
る
も
の
で
、
同
書
か
ら
受
け
た
恩
恵
に
鑑
み
、
宮
武
は
平
岡
・
ワ
ン
チ
ク
を
「
我
が
国
マ

　
　
　
　
　
　
⑩

レ
ー
語
界
の
恩
人
」
と
讃
え
る
～
方
、
底
本
に
し
た
空
。
冨
誌
冨
B
Φ
ω
芝
穿
ぎ
ω
o
⇒
’
郎
ミ
卜
い
篭
愈
織
さ
N
遷
－
肉
鳶
職
⑭
討
b
ミ
賊
§
寝
遷
（
鰹
。
。
冨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

営
一
悪
お
一
8
。
。
）
が
「
〔
註
ー
マ
レ
↓
半
島
マ
レ
ー
語
の
小
辞
典
で
あ
る
か
ら
東
印
の
出
版
物
に
使
用
さ
れ
る
単
語
が
随
分
欠
け
て
み
る
」
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

め
、
こ
れ
だ
け
で
は
「
小
学
校
ノ
読
本
ス
ラ
満
足
二
読
メ
ナ
イ
」
と
手
厳
し
い
。
出
版
社
社
長
の
求
め
に
応
じ
て
上
梓
し
た
『
日
馬
小
辞
典

慾
ミ
。
卜
し
口
織
ぎ
器
§
o
羊
ミ
駄
ミ
鴨
鉱
亀
虫
（
岡
崎
屋
書
店
、
昭
和
＝
二
年
六
月
）
も
、
現
地
の
新
聞
雑
誌
か
ら
「
繭
領
印
度
デ
現
在
使
ワ
レ
ツ
ツ
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ア
ル
単
語
」
、
つ
ま
り
「
生
キ
タ
マ
レ
ー
語
」
約
六
〇
〇
〇
語
を
収
集
し
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

語
ハ
全
部
之
ヲ
ハ
ブ
イ
タ
」
と
い
う
。

第
二
節
　
「
南
方
の
言
語
政
策
」

「
古
文
や
古
典
ニ
ノ
ミ
使
用
サ
レ
ル
様
ナ

　
こ
の
よ
う
に
、
宮
武
の
マ
レ
ー
語
語
彙
収
集
・
辞
書
編
纂
は
、
当
初
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
発
行
さ
れ
る
新
聞
・
雑
誌
を
読
む
と
い
う
「
実
用

性
」
を
念
頭
に
行
わ
れ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
「
南
進
国
策
も
や
う
や
く
具
体
化
し
て
来
た
」
と
序
に
あ
る
『
続
篇
マ
レ
ー
語
現
代
文
ト
方
奮

ノ
研
究
』
が
刊
行
さ
れ
た
翌
月
の
昭
和
一
一
年
八
月
、
野
相
会
議
（
首
相
・
陸
相
・
海
相
・
外
相
・
蔵
相
）
で
決
定
さ
れ
た
「
国
策
ノ
基
準
」
に

よ
り
、
「
南
方
海
洋
殊
二
外
南
洋
〔
註
－
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
島
面
部
〕
方
面
二
対
シ
我
民
族
的
経
済
的
発
展
ヲ
策
」
す
こ
と
が
定
め
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
第
二
次
近
衛
内
閣
下
の
同
一
五
年
七
月
に
決
定
さ
れ
た
「
世
界
情
勢
ノ
推
移
二
伴
フ
時
局
処
理
要
綱
」
で
「
対
南
方
施
策
二
関
シ
テ
ハ

情
勢
ノ
変
転
ヲ
利
用
シ
好
機
ヲ
捕
捉
シ
之
力
推
進
二
努
ム
」
（
第
一
条
）
と
謳
わ
れ
、
同
年
八
月
松
岡
洋
右
外
相
が
記
者
会
見
の
席
上
「
大
東
亜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

共
栄
圏
」
の
確
立
と
い
う
外
交
方
針
を
打
ち
出
し
た
翌
年
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
す
る
に
及
ん
で
、
宮
武
著
書
の
「
実
用
性
」
に
別

の
方
向
が
加
わ
る
こ
と
と
な
る
。
昭
和
一
七
年
三
月
、
前
年
六
月
大
阪
商
業
報
国
聯
盟
よ
り
刊
行
し
た
『
最
新
ボ
ケ
ツ
ト
マ
レ
ー
語
案
内
騙

の
増
補
版
（
大
和
出
版
社
刊
）
の
序
で
、
宮
武
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ド
ウ
ツ
プ
　
　
ニ
ッ
ポ
ン

　
　
　
日
本
万
歳
（
臨
α
0
8
巳
箸
。
口

　
本
書
は
昨
年
（
昭
和
十
六
年
）
六
月
帝
国
南
進
の
声
に
応
じ
日
本
人
南
洋
発
展
の
為
め
商
業
組
合
中
央
会
大
阪
支
部
並
び
に
大
阪
府
商
業
報
国
聯
盟
（
末
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
エ

　
秀
夫
氏
）
の
委
嘱
に
よ
り
書
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
東
亜
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
改
め
軍
用
語
を
加
へ
今
般
大
和
出
版
社
の
営
め
に
よ
り
拡
く
一
般
に
普
及

　
す
る
様
発
売
し
た
。
常
に
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
の
ば
せ
必
要
に
応
じ
取
り
出
し
て
使
用
さ
れ
る
様
特
に
型
を
少
さ
く
し
た
。
小
冊
子
な
が
ら
幾
分
で
も
皇
軍
将
士

　
並
び
に
海
外
発
展
者
の
お
役
に
立
て
ば
幸
で
あ
る
。

　
同
書
は
発
音
・
単
語
・
文
法
・
会
話
の
四
篇
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
前
掲
『
日
馬
小
辞
典
隔
末
尾
の
会
話
例
文
に
は
な
か
っ
た
、
「
軍
用
会
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話
」
「
宣
撫
」
と
い
う
項
が
会
話
篇
に
は
あ
る
。
「
ど
の
方
向
に
敵
兵
は
逃
げ
た
か
？
」
「
知
り
ま
せ
ん
」
「
知
っ
て
居
る
者
が
居
る
か
？
」
「
い

ま
せ
ん
」
「
居
り
ま
す
」
「
連
れ
て
来
い
1
」
「
承
知
し
ま
し
た
」
と
い
う
一
連
の
「
軍
用
会
話
」
や
、
「
宣
撫
」
の
「
日
本
軍
は
イ
ン
ド
ネ
シ
や

人
を
和
蘭
人
か
ら
解
放
し
て
や
る
」
「
諸
君
は
東
洋
人
だ
」
「
我
々
も
同
じ
東
洋
人
だ
」
「
我
等
は
共
同
し
て
白
人
と
戦
か
は
ね
ば
な
ら
ぬ
」
な

ど
は
、
同
書
の
刊
行
と
同
じ
月
に
日
本
軍
に
よ
り
軍
政
が
布
か
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
確
か
に
「
実
用
性
」
の
高
い
例
文
で
あ
ろ
う
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

う
し
た
研
究
・
著
作
の
「
実
用
性
」
が
評
価
さ
れ
た
の
か
、
昭
和
一
五
年
＝
月
に
創
立
さ
れ
た
「
南
方
要
員
」
養
成
機
関
で
あ
る
興
亜
協
会

は
、
「
大
東
亜
共
栄
圏
建
設
の
大
方
針
に
従
ひ
、
南
方
諸
国
の
研
鑓
及
び
南
方
諸
民
族
と
の
提
携
、
親
好
に
必
枢
な
る
諸
事
業
の
「
つ
」
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

て
刊
行
計
画
を
立
て
た
、
「
南
方
語
に
関
す
る
諸
文
献
」
の
第
一
弾
と
し
て
、
宮
武
の
手
に
な
る
『
コ
ン
サ
イ
ス
馬
来
語
草
辞
典
穀
織
ミ
。
題

切
ミ
ミ
し
u
黛
ぎ
器
辱
ミ
§
鴨
鴇
職
－
§
§
隔
を
出
版
す
る
。
同
書
は
『
馬
来
語
広
文
典
㎏
（
岡
崎
屋
書
店
、
昭
和
一
五
年
）
・
『
現
地
活
用
馬
来
語
会

話
』
（
蛍
霧
書
院
、
同
一
七
年
）
な
ど
の
著
作
が
あ
る
拓
殖
大
学
教
授
宇
治
市
夫
と
、
東
京
外
語
講
師
ラ
デ
ン
・
ス
ジ
ョ
ノ
同
門
撃
ω
g
＆
o
p
o
の

校
閲
を
受
け
て
い
る
が
、
こ
の
前
後
か
ら
宮
武
の
名
声
は
関
東
で
も
広
が
っ
て
き
た
よ
う
で
、
同
じ
く
東
京
外
語
の
講
師
で
あ
る
薗
田
墨
家
と

は
、
「
正
し
い
マ
レ
ー
語
を
以
て
日
常
の
用
を
弁
じ
進
ん
で
は
日
本
文
化
の
精
華
を
彼
等
に
伝
へ
得
る
程
度
に
ま
で
マ
レ
ー
語
の
学
力
を
独
修

　
　
　
　
　
　
　
⑰

に
よ
っ
て
与
へ
よ
う
」
と
い
う
意
図
の
下
、
『
標
準
マ
レ
ー
語
講
座
』
を
共
に
著
し
て
い
る
。
そ
の
薗
田
と
編
纂
主
任
i
編
纂
部
員
に
は
か

つ
て
の
天
理
外
語
で
の
師
佐
藤
栄
三
郎
の
名
が
購
え
る
一
を
務
め
、
既
刊
英
・
馬
・
導
管
辞
典
を
総
訳
出
し
た
上
に
現
代
新
語
を
六
〇
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

加
え
、
「
語
数
十
万
世
界
最
大
」
と
謳
う
外
務
・
大
東
亜
省
推
薦
書
『
標
準
馬
来
語
大
辞
典
さ
ミ
。
禽
貯
ぎ
鶏
ミ
町
ミ
冨
§
亀
ミ
§
ミ
～
〉
§
－

腎
ミ
こ
§
晦
N
§
穗
§
隔
を
完
成
さ
せ
た
の
は
、
昭
和
一
八
年
七
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
右
の
よ
う
に
、
日
本
の
南
進
政
策
が
確
立
す
る
に
伴
い
、
マ
レ
ー
語
自
身
の
「
実
用
性
」
が
一
層
高
ま
っ
た
こ
と
に
加
え
、
宮
武
自
身
が
積

極
的
に
爾
方
関
与
し
た
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
は
言
語
政
策
で
あ
る
。
元
来
宮
武
は
、
『
伝
説
と
民
謡
』
で
は
言
語
学
者
保
科
孝
一
の
『
言
語
学

講
話
』
（
宝
永
館
、
明
治
三
五
年
）
を
模
範
と
す
る
発
音
式
仮
名
遣
い
（
助
詞
「
は
・
へ
・
を
」
を
「
わ
こ
尺
・
お
」
と
し
、
字
音
仮
名
遣
い
を
棒
引
き
に

　
　
　
　
　
⑲

す
る
）
を
採
用
し
、
胃
ピ
乞
〉
菊
〉
』
第
一
号
（
昭
和
五
年
一
〇
月
）
の
「
言
語
学
上
よ
り
見
た
る
カ
ナ
字
」
で
は
、
「
漢
字
の
不
便
は
言
ふ
迄
も
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マ
マ
　

な
い
が
、
之
が
廃
止
に
あ
た
っ
て
上
下
の
人
々
は
讃
成
を
志
す
に
ひ
き
か
へ
て
、
中
位
の
連
中
が
え
ら
そ
う
に
反
対
を
す
る
の
で
あ
る
。
な
る

程
漢
字
を
廃
止
し
て
カ
ナ
文
字
に
す
れ
ば
一
時
は
不
便
に
違
ひ
な
い
が
、
な
れ
る
と
ず
っ
と
便
利
に
な
る
の
で
あ
る
」
（
五
頁
）
と
漢
字
廃
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

論
を
唱
え
る
な
ど
、
内
向
き
の
「
国
語
」
表
記
に
関
し
て
は
、
積
極
的
に
発
言
し
て
き
た
。
そ
れ
が
外
向
き
の
「
日
本
語
」
、
つ
ま
り
宮
武
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

場
合
「
南
方
の
雷
語
政
策
」
へ
と
繋
が
る
の
は
、
『
ヤ
シ
ノ
　
ミ
ズ
ノ
　
ア
ジ
』
（
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ
、
昭
和
一
七
年
六
月
）
の
頃
か
ら
の
よ
う
で
あ

る
。
同
書
は
、
昭
和
一
一
年
に
マ
レ
ー
半
島
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
風
俗
習
慣
・
伝
説
な
ど
を
集
め
て
刊
行
し
た
同
名
書
を
、
「
イ
マ
　
ダ
イ
ト

ウ
ア
　
キ
ョ
ウ
エ
イ
ケ
ン
　
ノ
　
ア
タ
ラ
シ
イ
　
ケ
ン
セ
ツ
ノ
　
ト
キ
ニ
、
ス
ッ
カ
リ
　
カ
キ
ア
ラ
タ
メ
テ
　
カ
ナ
ノ
　
ヨ
ミ
モ
ノ
ト
シ
テ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

カ
ナ
モ
ジ
カ
イ
か
ら
出
し
た
も
の
だ
が
、
留
学
生
等
が
漢
字
を
憶
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
漢
字
廃
止
を
訴
え
る
挿
話
が
、
全
体
の
四
分
の

一
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
つ
「
ワ
タ
ク
シ
ノ
　
シ
ッ
テ
　
イ
ル
　
漢
字
」
で
は
、
長
ら
く
神
戸
に
在
住
し
て
い
る
が
漢

字
を
　
五
箇
し
か
知
ら
な
い
と
い
う
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
バ
タ
リ
ー
の
例
を
採
り
上
げ
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
（
三
頁
）
。

　
モ
ハ
ヤ
　
ニ
ッ
ポ
ン
ゴ
　
ワ
　
ニ
ッ
ポ
ン
ジ
ン
　
ノ
ミ
ノ
　
コ
ト
バ
デ
ワ
　
ナ
イ
．
　
ヒ
ロ
ク
　
ト
ウ
ア
　
ミ
ン
ゾ
ク
ノ
　
ア
イ
ダ
デ
、
ア
サ
カ
ラ
　
バ
ン

　
　
マ
デ
　
ト
リ
カ
ワ
サ
レ
ル
　
コ
ト
バ
ナ
ノ
　
ダ
．
　
ワ
レ
ワ
レ
ワ
　
コ
コ
ニ
　
オ
イ
テ
、
ア
ジ
ヤ
　
ミ
ン
ゾ
ク
ノ
　
タ
メ
ニ
モ
、
ニ
ッ
ポ
ン
ゴ
　
ヲ
　
シ
ナ

　
ノ
　
モ
ジ
デ
　
カ
キ
ア
ラ
ワ
サ
ナ
イ
　
ヨ
ウ
ニ
　
シ
タ
イ
　
モ
ノ
デ
　
ア
ル

　
こ
こ
に
至
り
、
コ
ウ
ベ
心
心
カ
ナ
セ
ン
タ
ー
の
機
関
誌
『
決
議
カ
ナ
ジ
ダ
イ
』
に
「
ト
ツ
ク
ニ
　
ノ
　
ウ
ワ
サ
バ
ナ
シ
」
を
連
載
し
て
世
界

の
新
聞
か
ら
得
た
情
報
を
紹
介
し
、
第
一
四
号
（
昭
和
一
四
年
八
月
）
か
ら
は
同
誌
の
編
集
も
担
当
し
て
い
た
宮
武
の
「
日
本
語
」
表
記
論
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

「
カ
ナ
モ
ジ
表
記
さ
れ
た
、
聞
い
て
解
る
日
本
語
を
「
共
栄
圏
」
内
に
広
め
よ
う
」
と
い
う
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ
の
方
針
と
、
親
和
性
を
持
っ
た
よ

う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
宮
武
が
よ
り
強
く
主
張
し
た
の
は
、
マ
レ
ー
語
の
ロ
ー
マ
字
表
記
の
改
革
で
あ
っ
た
。
宮
武
は
昭
和
一
八
年
四
月
刊

行
の
『
南
洋
の
細
身
と
文
学
』
（
湯
川
弘
文
社
。
以
下
『
言
語
と
文
学
暁
と
略
）
に
お
い
て
、
先
ず
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
使
用
さ
れ
て
い
る
一
四
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

言
語
を
掲
げ
、
そ
の
中
に
は
ジ
ャ
ワ
語
・
ス
ン
ダ
語
の
よ
う
な
、
そ
れ
ら
を
母
語
と
す
る
人
口
が
多
い
「
土
着
言
語
」
も
あ
る
が
、
会
話
の
容

易
さ
、
オ
ラ
ン
ダ
占
領
後
の
普
及
度
、
異
民
族
間
使
用
の
利
便
性
な
ど
か
ら
、
「
東
印
度
の
共
通
標
準
語
と
し
て
は
過
去
に
於
て
も
マ
ラ
イ
語
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それを母語として生れながら話す地域を示すのであって，各土着民の母語以外第二の言語として南洋一帯にマレー語が用ひられてるることを忘れ

てはならぬ。例えばジヤバ島にはマレー謡は母語としてではないが，共通語としてはもちろん通用する。スマトラ島の北東海岸，ボルネオ島海岸
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宮武正道の「語学道楽」（黒岩）

一
本
槍
で
あ
り
、
将
来
と
も
こ
の
マ
ラ
イ
語
一
本
槍
を
続
行
し
て
行
く
の
が
便
利
」
（
一
七
～
一
八
買
）
と
し
て
マ
レ
ー
語
の
優
位
性
を
認
め
、

「
数
千
人
の
通
用
者
し
か
な
い
少
数
の
民
族
語
が
東
印
度
の
共
通
標
準
語
た
る
マ
ラ
イ
語
に
圧
倒
さ
れ
る
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
且
つ
喜

ぶ
べ
き
現
象
で
あ
ろ
う
」
（
四
六
頁
）
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
次
の
段
階
と
し
て
、
門
我
々
の
南
方
の
言
語
問
題
を
茎
葉
す
る
人
々
の
緊

急
な
る
事
業
は
こ
の
マ
ラ
イ
語
の
ロ
ー
マ
字
の
統
一
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
二
〇
～
一
＝
頁
）
と
考
え
た
宮
武
は
、
こ
れ
ま
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

人
に
よ
り
考
案
さ
れ
た
三
つ
の
「
東
印
度
マ
ラ
イ
語
ロ
ー
マ
字
改
良
案
」
（
英
国
式
採
用
案
、
日
本
留
学
生
式
案
、
エ
ジ
ャ
ア
ン
・
ヌ
サ
ン
タ
ラ
式
案
）

が
全
て
立
ち
消
え
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
受
け
、
「
大
東
亜
式
ロ
ー
マ
今
案
賑
を
考
案
す
る
。

　
こ
の
宮
武
案
は
、
「
旧
勢
力
の
～
掃
の
た
め
に
は
英
式
、
蘭
虫
と
も
に
之
を
一
掃
し
て
、
真
に
大
東
亜
式
な
る
ロ
ー
マ
字
綴
を
採
用
す
る
の

が
有
意
義
」
（
一
〇
八
頁
）
と
の
考
え
に
基
づ
き
、
マ
レ
ー
語
の
英
式
（
マ
レ
ー
半
島
）
・
爾
式
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
ロ
ー
マ
字
を
統
一
し
よ
う
と
提

案
さ
れ
た
も
の
で
、
英
式
の
一
（
蘭
式
の
街
）
を
蒔
、
英
山
（
蘭
匂
）
を
敏
、
英
曲
（
蘭
，
司
）
を
斗
の
如
く
日
本
式
ロ
ー
マ
字
と
同
様
に
改
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

他
は
、
点
式
で
は
な
く
英
式
を
準
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
宮
武
は
同
書
に
登
場
す
る
マ
レ
ー
語
を
こ
の
大
東
亜
式
で
表
記
し
、
「
こ
の
式
に
対

す
る
大
方
の
批
判
を
ね
が
っ
て
や
ま
な
い
」
（
＝
一
頁
）
と
反
響
を
期
待
し
た
が
、
さ
て
こ
の
方
式
は
日
本
若
し
く
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
普
及

し
た
だ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
否
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
宮
武
ら
に
よ
り
こ
の
三
ヶ
月
後
に
刊
行
さ
れ
、
語
数
世
界
最
大
を
謳
う
前
出
の

『
標
準
馬
来
語
大
辞
典
』
か
ら
し
て
綴
字
を
全
て
蘭
式
に
依
っ
て
い
る
た
め
、
『
言
語
と
文
学
』
中
の
僅
か
な
単
語
さ
え
引
く
こ
と
が
出
来
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
前
出
三
案
で
す
ら
パ
ラ
ダ
・
ハ
ラ
ハ
ッ
プ
ほ
か
の
民
族
主
義
者
か
ら
は
全
く
支
持
さ
れ
な
か
っ
た
上
に
、
従
来
エ
リ
ー
ト

教
育
が
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
と
い
う
事
実
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
内
外
共
に
大
東
亜
式
が
広
ま
る
余
地
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

る
。
「
従
来
の
政
治
的
な
行
き
が
か
り
に
よ
り
英
式
、
蘭
式
と
分
け
ら
れ
て
い
た
綴
字
法
」
が
、
「
政
治
的
な
行
き
が
か
り
」
に
よ
り
大
東
亜
式

に
統
一
さ
れ
る
可
能
性
は
、
も
と
よ
り
か
な
り
低
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

①
『
大
阪
毎
目
新
聞
軌
奈
良
版
、
昭
和
七
年
七
旦
三
日
付
（
宮
武
家
資
料
）
。

『
奈
良
茶
粥
』
は
、
奈
良
で
初
め
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
売
っ
た
入
、
初
め
て
カ
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フ
ェ
ー
を
営
業
し
た
人
、
と
い
う
奈
良
近
代
の
「
は
じ
め
て
物
語
」
や
、
茶
粥
・

　
鹿
と
い
っ
た
奈
良
名
物
に
つ
い
て
の
文
章
か
ら
成
る
小
冊
子
。
北
村
信
昭
か
ら
の

　
聞
き
書
き
が
多
い
。

②
宮
武
正
道
、
前
掲
扁
爪
畦
見
聞
記
』
、
二
七
頁
。
以
下
本
節
に
お
い
て
、
ジ
ャ

　
ワ
・
セ
レ
ベ
ス
島
旅
行
に
関
し
、
同
論
か
ら
の
引
胴
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
よ
う

　
に
日
数
の
み
を
括
弧
内
に
示
す
。

③
後
藤
乾
一
『
昭
和
期
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
㎞
蔓
草
書
房
、
　
九
八
六
年
、
四

　
入
四
頁
。

④
　
同
上
、
四
九
三
～
四
九
四
頁
。

⑤
馴
大
和
日
報
㎞
昭
和
九
年
三
星
＝
日
付
（
宮
武
家
資
料
）
。

⑥
宮
武
正
道
『
富
田
正
道
報
告
第
二
碧
空
来
語
書
キ
日
本
語
文
法
ノ
輪
廓

　
、
鵠
ミ
ミ
切
犠
ぎ
暑
§
§
、
§
蒔
沁
山
導
霧
㎞
同
、
昭
和
一
〇
年
五
月
、
門
出
版
の

　
挨
拶
」
。

⑦
宮
武
タ
ツ
エ
編
、
前
掲
書
、
「
は
じ
め
に
」
。

⑧
宮
武
の
著
作
で
は
、
「
（
愚
稿
）
東
舞
（
度
）
」
「
蘭
印
」
「
マ
レ
ー
群
島
」
の
い

　
ず
れ
か
が
同
地
の
呼
称
と
し
て
罵
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
稿
で
は
引

　
用
を
除
い
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
統
一
し
た
。

⑨
宮
武
正
道
隅
続
篇
マ
レ
ー
語
現
代
文
ト
方
醤
ノ
研
究
㎞
大
阪
外
国
語
学
校
南

　
洋
研
究
会
、
昭
和
一
一
年
七
月
、
「
マ
エ
ガ
キ
」
。

⑩
宮
武
正
道
隅
大
東
亜
語
学
叢
刊
マ
レ
ー
語
葱
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
一
七
年
四

　
月
、
一
五
頁
。
マ
レ
ー
半
島
幽
身
の
ワ
ン
チ
ク
は
、
大
正
三
～
　
○
年
に
東
京
外

　
語
で
教
壇
に
立
っ
た
後
、
同
一
一
年
か
ら
大
阪
外
語
の
教
師
と
な
っ
て
（
～
昭
和

　
一
三
年
。
同
編
集
委
員
会
編
㎎
大
阪
外
国
語
大
学
7
0
年
史
㎞
同
刊
行
会
、
一
九
九

　
二
年
、
二
八
二
頁
）
、
天
理
外
語
に
も
出
講
し
て
お
り
（
天
理
大
学
五
十
年
誌
編

　
纂
委
員
会
編
、
前
掲
書
、
八
四
頁
）
、
宮
武
は
そ
の
教
え
を
受
け
て
い
た
。

⑪
宮
武
正
道
、
前
掲
魍
大
東
亜
語
学
叢
書
　
マ
レ
ー
語
』
、
　
一
四
頁
。

⑫
宮
武
正
道
編
『
マ
レ
ー
語
新
語
辞
典
』
大
阪
外
国
語
学
校
馬
来
語
部
南
洋
研
究

　
会
、
昭
和
　
三
年
　
○
月
、
序
。

⑬
宮
武
正
道
編
『
日
馬
小
辞
典
葱
春
岡
屋
書
店
、
昭
和
＝
二
年
六
月
、
序
。

⑭
「
国
策
ノ
基
準
」
策
定
以
降
の
流
れ
は
、
矢
野
暢
「
南
進
」
の
系
譜
㎞
（
中
央

　
公
論
社
、
～
九
七
五
年
）
の
　
四
六
～
一
六
一
頁
参
照
。

⑮
興
亜
協
会
に
つ
い
て
は
、
後
藤
乾
一
前
掲
書
の
第
五
章
を
参
照
。

⑯
財
団
法
人
興
亜
協
会
編
、
宮
武
正
道
著
、
宇
治
武
夫
・
ラ
ー
デ
ン
ー
ー
ス
ジ
ョ
ノ

　
校
閲
咽
コ
ン
サ
イ
ス
馬
来
語
新
辞
典
き
ミ
。
禽
b
ロ
ミ
爲
b
q
暮
終
期
さ
ミ
。
ミ
鴇
寧

　
≧
冨
§
㎞
愛
国
新
聞
社
患
版
部
、
昭
和
一
七
年
三
月
、
「
本
辞
典
刊
行
の
辞
」
。

⑰
薗
田
顕
家
・
宮
武
正
道
噸
標
準
マ
レ
ー
語
講
座
㎞
第
一
巻
、
横
浜
商
工
会
議
所
、

　
昭
和
一
七
年
一
一
月
、
門
著
者
序
文
」
。

⑱
統
治
留
出
編
㎎
標
準
馬
来
語
大
辞
典
き
、
ミ
禽
b
口
琴
ぎ
鷲
§
§
、
冨
ミ
ミ
§
や

　
偽
電
～
≧
醤
§
、
§
晦
N
ミ
菟
§
』
博
文
館
、
昭
和
一
八
年
七
月
、
序
。
こ
の
序
に

　
は
、
同
書
は
「
時
の
外
務
大
臣
松
岡
洋
右
閣
下
の
懇
懸
に
依
り
統
治
学
盟
が
編
纂

　
に
諮
手
し
」
た
と
あ
る
が
、
宮
武
タ
ツ
エ
前
掲
書
の
「
は
じ
め
に
」
に
も
、
「
松

　
岡
外
相
の
秘
書
の
K
〔
註
－
外
交
官
の
加
瀬
俊
～
ヵ
〕
と
い
う
人
が
東
京
か
ら
来

　
て
、
マ
レ
ー
事
大
辞
典
を
出
版
致
し
た
く
東
京
外
大
に
話
し
た
ら
奈
良
の
宮
武
の

　
協
力
が
な
け
れ
ば
役
に
立
つ
辞
典
が
書
け
ぬ
と
の
事
、
是
非
協
力
し
て
欲
し
い
」

　
と
依
頼
さ
れ
、
富
武
は
喜
ん
で
引
き
受
け
た
、
と
い
う
事
情
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑲
宮
武
正
道
、
前
掲
『
衛
洋
パ
ラ
オ
島
の
伝
説
と
民
謡
㎞
、
「
は
し
が
き
」
追
記
。

　
例
え
ば
同
追
記
で
は
、
「
本
書
に
わ
固
有
名
詞
の
後
に
わ
言
語
の
発
音
お
示
す
こ

　
と
に
し
た
が
、
其
の
ロ
ー
マ
字
の
使
用
法
に
つ
い
て
少
し
ば
か
り
説
明
し
て
お

　
こ
一
扁
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い
る
。

⑳
安
田
敏
朗
、
前
掲
欄
帝
国
日
本
の
雷
語
編
制
㎞
、
三
六
八
頁
。

⑳
　
宮
武
は
そ
の
ま
ま
の
タ
イ
ト
ル
の
論
文
を
、
雑
誌
『
太
平
洋
』
第
五
巻
第
七
巻

　
　
（
昭
和
一
七
年
七
月
）
に
発
表
し
て
い
る
（
安
田
敏
朗
、
前
掲
『
近
代
日
本
言
語

　
史
再
考
－
帝
国
化
す
る
門
日
本
語
」
と
「
言
語
間
題
」
1
』
、
六
四
頁
）
。

⑫
宮
武
正
道
『
ヤ
シ
ノ
　
ミ
ズ
ノ
　
ア
ジ
葱
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ
、
昭
和
一
七
年
六
月
、
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「
ハ
シ
ガ
キ
」
。
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ
は
、
大
正
九
年
実
業
家
山
下
芳
太
郎
が
結
成
し

　
た
仮
名
文
字
協
会
を
前
身
と
す
る
カ
ナ
の
国
字
化
を
訴
え
る
団
体
で
、
同
一
一
年

　
よ
り
機
関
誌
『
カ
ナ
ノ
ヒ
カ
リ
㎞
を
刊
行
し
た
（
平
井
昌
夫
著
・
安
田
敏
朗
解
説

　
欄
国
語
国
字
問
題
の
歴
史
㎞
三
元
社
、
～
九
九
八
年
、
一
｝
三
六
～
二
一
二
七
頁
）
。

⑳
安
田
敏
朗
、
前
掲
隅
帝
国
日
本
の
言
語
編
制
㎏
、
三
六
九
頁
。
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ

　
は
、
日
本
及
び
植
民
地
で
の
「
国
語
」
と
普
及
用
の
簡
易
化
さ
れ
た
も
の
と
を
分

　
け
て
考
え
る
点
で
、
門
内
外
分
離
」
派
団
体
の
一
つ
と
言
え
る
（
安
田
敏
朗
糟
国

　
語
し
の
近
代
史
一
月
差
日
本
と
国
語
学
者
た
ち
一
1
蜘
中
央
公
論
新
社
、
ご
○

　
〇
六
年
、
＝
ハ
一
頁
）
。

⑳
爾
方
年
鑑
刊
行
会
編
欄
南
方
年
鑑
昭
和
十
華
年
版
』
（
東
邦
社
、
昭
和
一
入

　
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
種
族
脳
入
口
統
計
表
（
一
九
三
〇
年
度
国
勢
調
査
）
」

　
に
よ
る
と
、
ジ
ャ
ワ
族
は
二
六
八
四
万
人
で
ジ
ャ
ワ
全
島
の
人
口
の
三
分
の
二
を

　
占
め
、
同
じ
く
ジ
ャ
ワ
島
の
ス
ン
ダ
族
は
八
四
六
万
人
を
数
え
る
（
八
四
工
～
八

　
鶴
五
頁
）
。

⑳
　
英
国
式
採
用
案
は
、
昭
和
九
年
頃
マ
レ
ー
語
新
聞
噸
プ
ワ
ル
タ
・
デ
リ
ー
』

　
（
ス
マ
ト
ラ
島
メ
ダ
ン
）
が
唱
え
た
も
の
で
、
蘭
式
表
記
の
o
e
を
英
式
表
記
の
u

　
に
変
え
る
と
こ
ろ
が
ら
始
め
、
最
終
的
に
は
全
て
の
綴
り
を
蘭
式
か
ら
英
式
に
改

　
め
よ
う
と
す
る
案
。
日
本
留
学
生
式
案
は
、
昭
和
一
〇
年
頃
大
阪
帝
国
大
学
工
学

　
部
に
留
学
し
て
い
た
ス
テ
ィ
ビ
ヨ
・
チ
ヨ
コ
ロ
セ
ン
チ
コ
（
チ
ヨ
コ
ロ
ノ
ロ
）
に

　
よ
り
提
唱
さ
れ
、
在
渦
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
留
学
生
の
支
持
を
得
た
も
の
で
、
労
力
を

　
節
約
し
た
「
純
粋
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
式
」
と
い
う
点
を
売
り
と
し
、
薦
式
の
匂
を

　
C
、
街
を
一
、
㎎
を
q
、
．
即
を
v
、
一
を
y
、
O
e
を
u
と
す
る
案
。
エ
ジ
ャ
ア

　
ン
・
ヌ
サ
ン
タ
ラ
式
案
は
、
ス
ナ
リ
オ
・
ス
ナ
リ
オ
ウ
ィ
ジ
ョ
ヨ
が
昭
和
一
工
年

　
三
月
の
文
学
雑
誌
魍
プ
ー
ジ
ャ
ン
ガ
・
バ
ル
…
』
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
に
発
表
し
た
、

　
薩
式
の
匂
を
C
、
面
を
一
、
曲
を
儀
O
e
を
u
、
W
を
v
、
㎏
を
x
、
一
を
y
、

　
㎝
を
W
と
す
る
案
で
あ
る
（
宮
武
正
道
『
南
洋
の
言
語
と
文
学
㎞
湯
川
弘
文
社
、

　
昭
和
一
八
年
四
月
、
九
七
～
一
〇
七
頁
）
。

⑳
同
上
、
一
〇
七
～
＝
一
頁
。

⑳
　
同
一
上
、
　
一
〇
六
頁
。

⑳
　
同
上
、
二
〇
頁
。

お
　
わ
　
り
　
に

宮武正道の「語学道楽」（黒岩）

　
大
東
亜
式
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
で
あ
る
「
東
亜
式
ロ
ー
マ
字
」
案
が
掲
載
さ
れ
た

七
年
四
月
）
に
お
い
て
宮
武
は
、
マ
レ
ー
語
圏
（
図
1
）
の
広
さ
に
つ
い
て
、

『
大
東
亜
語
学
叢
刊
　
マ
レ
ー
語
廊
（
朝
日
新
聞
牲
、
昭
和
一

現
在
マ
レ
ー
半
島
、
北
ボ
ル
ネ
オ
お
よ
び
東
印
度
（
ス
マ
ト
ラ
、
ボ
ル
ネ
オ
、
セ
レ
ベ
ス
、
ジ
ヤ
バ
、
其
他
）
で
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
、
テ
ル
ナ
テ
、
テ
ィ
ド
レ

島
等
の
土
着
人
の
固
有
言
語
を
除
い
た
他
は
全
部
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
系
〔
註
ー
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
派
〕
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
や
テ
ル
ナ
テ
等
の
言
語
は

イ
ン
ド
ネ
シ
や
系
で
は
な
く
と
も
、
其
地
方
の
土
着
人
で
か
な
り
知
識
の
あ
る
連
中
は
マ
レ
ー
語
を
話
す
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
や
近
海
の

ア
ル
ー
島
其
他
真
珠
貝
採
取
地
で
も
や
は
り
マ
レ
ー
語
が
共
通
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
る
る
。
従
っ
て
マ
レ
ー
語
は
現
在
南
洋
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
と
言
ひ
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う
る
の
で
あ
る
（
六
買
）
。

と
述
べ
、
「
マ
レ
ー
語
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
と
同
様
の
国
際
語
の
一
種
で
あ
っ
て
、
他
の
民
族
言
語
と
は
全
く
違
っ
た
所
が
あ
る
」
（
序
）
と
し

て
い
る
。
宮
武
の
中
で
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
マ
レ
ー
語
は
、
「
国
際
語
」
と
い
う
定
義
に
よ
り
結
び
つ
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
『
言
語

と
文
学
』
で
は
、
「
現
在
マ
ラ
イ
語
は
マ
ラ
イ
半
島
及
び
東
印
度
の
共
通
語
（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
）
と
な
っ
て
い
る
」
（
八
六
頁
）
と
い
う
表
現
も
見

ら
れ
る
。

　
既
出
の
如
く
「
そ
れ
が
言
語
で
あ
る
以
上
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
宣
伝
に
も
、
商
店
の
広
告
に
も
使
用
さ
れ
る
だ
ら
う
」
と
述
べ
、
「
そ
の
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
い
か
よ
う
な
考
え
方
を
も
吸
収
し
て
し
ま
う
」
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
「
中
立
性
」
を
看
破
し
て
い
た
宮
武
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
自
体
へ
思
想
や

主
義
が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
を
嫌
悪
し
た
が
、
旧
宗
主
国
や
華
僑
な
ど
の
言
語
が
流
入
し
て
「
ゴ
モ
ク
ズ
シ
」
の
観
を
呈
す
る
マ
レ
ー
語
に
、

日
本
語
と
い
う
具
材
を
混
ぜ
込
む
こ
と
に
は
、
同
じ
「
国
際
語
」
と
い
う
定
義
の
下
、
実
に
無
頓
着
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
綴
字
の
統
一
と
と
も
に
必
要
な
こ
と
は
マ
ラ
イ
語
に
な
い
言
葉
を
補
充
す
る
こ
と
で
あ
る
。
マ
ラ
イ
語
で
は
必
要
な
語
で
あ
っ
て
無
い
の
が
沢
山
あ
る
。
例

　
え
ば
推
薦
す
る
と
い
う
が
如
き
語
が
な
い
。
従
っ
て
出
版
文
化
協
会
推
薦
書
籍
な
ど
と
は
い
え
な
い
。
従
来
こ
ん
な
場
合
マ
ラ
イ
半
島
で
は
英
語
、
東
印
度

　
で
は
オ
ラ
ン
ダ
語
を
ま
ぜ
て
ど
う
に
か
用
を
足
し
て
い
た
。
今
後
は
こ
の
種
の
欝
欝
は
日
本
語
に
な
り
推
薦
書
は
キ
タ
ブ
・
ス
イ
セ
ン
（
鐸
ぎ
ω
9
ω
①
口
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
と
い
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

　
『
言
語
と
文
学
』
出
版
後
も
、
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
初
代
大
統
領
ス
カ
ル
ノ
ω
爆
冨
讐
。
が
来
細
し
た
際
は
通
訳
を
担
当
（
昭
和
～
八
年
＝

月
）
し
、
奈
良
県
よ
り
マ
レ
ー
語
担
当
の
通
訳
事
務
を
嘱
託
さ
れ
る
（
同
一
九
年
七
月
）
な
ど
、
宮
武
へ
の
マ
レ
ー
語
専
門
家
と
し
て
の
待
遇
は

続
い
た
が
、
「
昭
和
十
九
年
、
世
を
挙
げ
て
馬
来
語
熱
が
昂
揚
し
て
い
る
と
き
、
宮
武
君
は
『
今
頃
か
ら
馬
来
語
な
ど
や
り
始
め
て
も
何
に
も

　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

な
ら
ぬ
』
と
う
そ
ふ
い
て
」
、
タ
ガ
ロ
グ
語
の
辞
書
編
纂
に
取
り
掛
か
っ
て
い
た
と
い
う
。
宮
武
家
資
料
に
は
、
辞
書
編
纂
の
た
め
石
濱
純
太

郎
か
ら
借
用
し
た
O
ぴ
母
δ
ω
乞
戯
⑰
q
讐
郎
寒
N
薦
肉
蕊
曳
筑
罫
§
亀
奪
薦
N
蹄
討
ξ
N
薦
ミ
q
職
。
塙
ミ
藁
（
フ
高
勲
p
＝
四
辱
一
〇
〇
心
）
の
写
真
複
製
が
、
確
か
に

保
存
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
未
だ
完
成
し
な
い
昭
和
～
九
年
八
月
＝
曲
馬
、
元
来
蒲
柳
の
質
で
あ
っ
た
宮
武
は
自
宅
で
病
死
し
、
三
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二
年
の
生
涯
を
閉
じ
る
。
宮
武
が
「
に
ぶ
き
良
心
」
に
よ
っ
て
、
タ
ガ
ロ
グ
語
や
ジ
ャ
ワ
語
i
昭
和
一
三
年
『
ジ
ャ
バ
語
文
法
概
略
』
を
編

集
i
と
い
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
の
民
族
語
の
研
究
へ
と
遙
進
ず
る
姿
勢
の
根
底
に
あ
っ
た
の
が
、
切
手
蒐
集
と
同
じ
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ズ
ム
に
過
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
い
と
し
て
も
、
大
東
亜
共
栄
圏
内
で
は
「
現
地
二
軍
ケ
ル
固
有
語
ハ
可
成
之
ヲ
尊
重
ス
ル
」
と
い
う
方
針
を
一
度
打
ち
出
し
た
日
本
政
府
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ら
す
れ
ば
、
そ
の
営
為
は
実
に
都
合
よ
く
映
っ
た
で
あ
ろ
う
。
「
今
日
で
い
う
ノ
ン
ポ
リ
で
あ
っ
た
ら
し
い
」
と
評
さ
れ
、
か
つ
て
「
ジ
ャ
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

で
日
本
人
資
本
の
マ
ラ
イ
語
の
新
聞
社
を
始
め
た
い
」
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
た
「
語
学
道
楽
」
宮
武
を
、
戦
時
の
社
会
は
「
マ
ラ
イ
語
の
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

生
」
と
認
め
て
離
さ
ず
、
表
舞
台
か
ら
退
場
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

宮武正道のヂ語学道楽」（黒岩）

①
安
田
敏
朗
、
前
掲
『
近
代
日
本
言
語
史
再
考
一
帝
国
化
す
る
「
日
本
語
扁
と

　
「
言
語
問
題
扁
一
』
、
二
八
○
頁
。

②
　
宮
武
正
道
、
前
掲
『
南
洋
の
言
語
と
文
学
』
、
八
六
～
八
七
頁
。

③
北
村
信
昭
、
前
掲
『
エ
ラ
ケ
ツ
君
の
思
い
繊
h
、
二
五
頁
。
石
濱
純
太
郎
も
、

　
宮
武
の
タ
ガ
ロ
グ
語
辞
書
編
纂
に
言
及
し
て
い
る
（
宮
武
タ
ツ
エ
、
前
掲
轡
、
四

　
～
七
頁
）
。

④
安
田
敏
朗
、
前
掲
㎎
「
国
語
」
の
近
代
史
一
帝
国
臼
本
と
国
語
学
者
た
ち

　
一
㎞
、
　
一
五
〇
～
一
五
一
頁
。

⑤
宮
本
正
男
、
前
掲
「
長
谷
川
テ
ル
の
生
涯
と
そ
の
時
代
－
編
者
ま
え
が
き
」
、

　
一
二
頁
。

⑥
　
宮
武
正
道
・
左
門
貞
雄
編
咽
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
・
バ
ル
ー
ー
新
生
東
印
度
人
の

　
叫
び
一
㎞
湯
川
弘
文
社
、
昭
和
～
九
年
　
月
、
序
。

⑦
宮
武
に
は
『
南
洋
文
学
㎞
（
弘
文
堂
書
房
、
昭
和
一
四
年
五
月
）
や
『
マ
ラ
イ

　
語
童
話
集
㎞
（
愛
国
新
聞
社
出
版
部
、
昭
和
一
八
年
九
月
）
な
ど
マ
レ
ー
文
学
に

　
関
す
る
著
作
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
触
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
他
B
を
期

　
し
た
い
。

謝
辞
　
宮
武
家
資
料
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
奈
良
市
立
史
料
保
存
館
の
山
上
黒
氏
・
桑
原
文
子
氏
と
、
奈
良
市
文
化
財
課
の
岩
坂
七
雄
氏
に
い
ろ
い
ろ
と
便

宜
を
図
っ
て
頂
い
た
。
特
に
資
料
の
存
在
を
ご
教
示
下
さ
っ
た
山
上
氏
よ
り
受
け
た
学
事
は
計
り
難
い
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
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Miyatake　Masamichi，　‘A　DilettaRte・　Linguist’：

The　Life　of　a　Highbrow　ln　lmperial　Japan

by

KuRolwA　Yasuhiro

　　Miyatake　Masamicki，　a　liRguist　from　Nara，　had　been　coRsidered　an　expert　on

Malay，　but　an　examiBation　of　the　sources　owned　by　Miyatake　during　kis　iife

clearly　reveals　the　following　trail　of　“iiRgttistic　amusemeRt”　〈a　dilet£antish

study　of　various　languages）　that　he　traveled　before　arriving　at　the　study　of

Malay．　His　enthusiasm　for　Esperanto，　wkick　arose　as　an　exteRsion　of　his　iRterest

in　stamp　collectiRg　during　his　middle－school　years，　led　to　the　founding　of　the

Esperanto　Society　of　Nara　and　the　birth　of　El　Nara，　the　organization’s

publication．　Miyatake　conslstently　viewed　EsperaRto　as　simply　a　social　tool，　and

he　recorded　many　folk　tales　he　heard　from　Ngiraked，　an　exckange　student　from

Palau　who　participated　in　the　society’s　meet；ngs，　and　published　them　as　Aian　’yo一

，Parao　to一　no　densetsu　to　fnin　’yoM　（Legends　and　foll｛　songs　of　the　South　Sea　lsland

of　Palau）　in　Japanese．　During　this　period　he　was　inclined　toward　ethnography，

but　after　his　visit　to　lndoResia　in　July　of　1932　（Sh6wa　7），　Miyatake　began　his　full－

fiedged　study　of　the　Maiay　laRguage．　He　flrst　set　his　sights　on　reading　Malay

newspaper　and　magazines，　but　as　the　influence　of　the　Japanese　government’s

policy　of　southward　advance　began　to　be　felt　in　the　Malay　language　sphere，　he

proposed　the　use　of　the　Japanese　hana　syllabary　and　reform　of　the　use　of

Romanizatlon　to　conform　to　Japanese　usage．　The　dilettante　Miyatake　had　thus

came　out　of　his　study　and　in　to　the　field，　but　he　died　before　his　final　work，　a

dictionary　of　Taga｝og，　could　be　completed．
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